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本
市
は
合
併
以
来
、
恒
常
的
な
財

源
不
足
が
生
じ
、
そ
れ
を
貯
金
に
当

た
る
基
金
か
ら
の
繰
入
金
に
よ
り
補

っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
で
、
昨
年
の
二
月
に
は
、
赤
磐
市

行
財
政
改
革
審
議
会
か
ら
基
金
に
依

存
し
な
い
財
政
運
営
を
行
う
よ
う
提

言
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
提
言
を

実
現
す
る
た
め
、
事
務
事
業
を
再
評

価
し
て
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
歳
出

の
削
減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
予
算
で

は
、
物
件
費
や
普
通
建
設
事
業
費
を

中
心
と
し
て
大
幅
な
削
減
を
図
っ
た

結
果
、
歳
入
の
基
金
繰
入
金
を
対
前

年
比
で
五
五
・
四
％
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
歳
出
削

減
を
進
め
る
中
で
、
市
民
生
活
の
足

で
あ
る
市
民
バ
ス
路
線
の
再
編
や
、

妊
婦
の
健
診
回
数
を
充
実
し
た
ほ
か
、

教
育
機
器
の
整
備
や
学
校
施
設
の
耐

震
化
な
ど
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
教
育
環

境
の
整
備
に
配
慮
し
た
も
の
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
振
興
基
金
へ
の

積
立
を
三
億
円
計
上
し
て
将
来
の
財

源
確
保
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　平成20年度予算が3月定例議会で可決されました。

　当初予算総額は、　当初予算総額は、一般会計、特別会計、公営企業

会計を合わせて308億1087万円で、対前年度比

18.2�の減額となりました。合併後の大規模ハー
ド事業が一段落したことや、事務事業の見直しな

どに取り組んだことで大幅な歳出削減となりまし

た。税収や地方交付税の伸びが期待できない中に

あって、赤磐市では今後も財政健全化に取り組ん

でいくこととしています。

赤
磐
市
の 

家
計
簿 
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●
一
般
会
計 

　
住
民
の
生
活
に
か
か
わ
り
の
深
い
福

祉
、
教
育
な
ど
幅
広
い
範
囲
の
事
業
を

行
う
中
心
的
な
会
計
で
す
。 

●
特
別
会
計 

　
特
定
の
収
入
で
特
定
の
事
業
を
行
い
、

一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
す
る
会
計
で

す
。
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介

護
保
険
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

●
企
業
会
計 

　
利
益
を
受
け
る
人
の
負
担
で
経
営
を

ま
か
な
う
独
立
採
算
を
原
則
と
す
る

会
計
で
す
。
水
道
事
業
会
計
、
病
院
事

業
会
計
が
あ
り
ま
す
。 

●
地
方
交
付
税 

　
国
が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
地
方

自
治
体
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
交
付
さ

れ
る
お
金
で
す
。 

●
国
庫
支
出
金
・
県
支
出
金 

　
市
が
事
業
を
す
る
際
に
国
や
県
か
ら

受
け
る
負
担
金
、補
助
金
、委
託
金
で
す
。 

●
繰
入
金 

　
主
に
市
の
積
立
金
（
基
金
）
を
取
り

崩
し
て
歳
入
に
繰
り
入
れ
る
も
の
で
す
。 

●
市
　
債 

　
地
方
自
治
体
が
行
う
借
金
で
す
。
こ

の
借
金
の
元
利
償
還
金
を
公
債
費
と
い

い
ま
す
。 

●
自
主
財
源 

　
地
方
自
治
体
が
自
主
的
に
収
入
で

き
る
財
源
の
こ
と
で
す
。 

●
依
存
財
源 

　
国
県
の
意
思
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
額

を
交
付
さ
れ
た
り
、
割
り
当
て
ら
れ
た

り
す
る
収
入
財
源
を
い
い
ま
す
。 

会計別予算規模 

（万円） 
　 　 会 　 　 　 　 　 計 　 　  

一 般 会 計   

特 別 会 計   

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計  

後期高齢者医療特別会計 

老 人 保 健 特 別 会 計  

介 護 保 険 特 別 会 計  

簡 易 水 道 特 別 会 計  

下 水 道 事 業 特 別 会 計  

宅地等開発事業特別会計 

竜天オートキャンプ場特別会計 

田 原 用 水 特 別 会 計  

土 地 取 得 特 別 会 計  

財 産 区 特 別 会 計  

公 営 企 業 会 計   

水 道 事 業 会 計  

熊 山 病 院 事 業 会 計  

合 　 　 　 　 　 　 　 計  

予算規模

1,702,826

1,163,633

413,933

43,941

38,934

307,763

29,689

320,597

4,325

1,551

357

1,885

658

214,628

137,019

77,609

3,081,087

用 

語 

の 

解 

説 

一般会計内訳 
［歳入内訳］ 

［目的別歳出内訳］ 

［性質別歳出内訳］ 

歳　入 
170億2,826万円

単位：万円 

歳　出 
170億2,826万円

単位：万円 

歳　出 
170億2,826万円

単位：万円 

市税
472,085

民生費
466,740

公債費
234,181

総務費
233,455

教育費
192,137

衛生費
172,474

土木費
145,077

消防費 77,928
議会費 22,873

商工費 6,324
その他 5,000

農林水産業費
146,637

地方交付税
568,300

県支出金
137,524

国庫支出金
124,024

市債
120,370

地方譲与税
32,520

繰入金
79.794

分担金及び 
負担金 37,458

使用料及び 
手数料 20,023

その他 16,958

繰越金 30,000

地方消費税交付金 32,340

その他 31.430

自主 
　財源 
　 656,318

依存 
　財源 
　 1,046,508

人件費
436,187

繰出金
157,830

その他 38,191

公債費
234,181

扶助費
118,542

物件費
308,906

補助費等
246,493

維持補修費
19,527

普通建設 
事業費
142,969 義務的 

　経費 
　　788,910

消費的 
　経費 
　　574,926

その他 
196,021

投資的 
経費 

142,969

平成20年度予算 



平成20年度一般会計予算の主な事業 

岡山県知事選挙 

市長・市議会議員選挙 

農業委員選挙 

庁舎改修 

市民バス 

地域振興基金積立 

老人保護措置事業 

介護予防・生活支援事業（配食サービスほか） 

障害者自立支援給付費事業 

心身障害者医療費 

コミュニティ施設整備（地区集会所等補助金等） 

行政推進事業 

防犯対策事業 

交通安全対策事業 

児童手当 

児童福祉施設運営等（保育園運営等） 

生活保護費 

母子保健事業（妊婦・乳児健診等） 

健康増進事業（がん検診、特定健診等） 

予防事業（予防接種等） 

乳幼児医療費事業 

資源化物ストックヤード整備 

中山間地域対策事業 

小規模土地改良事業（水路・農道改良等） 

小規模ため池補強事業 

ほ場整備事業 

治山林道整備事業 

松くい虫等防除事業 

商工振興対策事業（商工会補助等） 

観光事業（観光協会補助、観光施設管理等） 

道路維持管理事業（市道維持補修等） 

道路新設改良事業（五日市西中線、桃光園線、黒本是里線等） 

常備消防（消防署関係、人件費除く） 

消防団 

各地区消防施設整備 

適応指導教室運営事業 

学校施設耐震補強事業 

外国青年招致事業（外国語指導助手） 

学校情報機器管理事業（情報機器整備外） 

文化財保護事業（備前国分寺跡発掘調査等） 

元利償還金 

主要事業名等 事業費（万円） 

総務費 

商工費 

土木費 

消防費 

教育費 

公債費 

民生費 

衛生費 

農林水産業費 

6広報あかいわ（平成20年5月号） 



平 

す 

市 

　一体感と和のある市民参画のまちづくり（市民活動） 

　自然と共生した快適で安全なまちづくり（生活環境） 

　健康で安心して暮らせるまちづくり（保健・医療・福祉） 

　産業振興による魅力と活力のあるまちづくり（産業振興） 

　心豊かで生きがいのもてるまちづくり（教育・文化） 

　財政基盤の安定したまちづくり（行財政） 

合　　計　 

 

303,602千円

8,159,074千円 

10,675,113千円 

1,641,908千円 

831,073千円 

665,781千円 

22,276,551千円 

 

総合計画の基本目標ごとの事業費（平成２０年度～２２年度の３年間） 

成
二
十
七
年
度
を
目
標
年
度
と
し
て

策
定
し
た
「
赤
磐
市
総
合
計
画
基
本

構
想
お
よ
び
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
平
成

二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
ま
で
の

三
年
間
に
実
施
を
予
定
す
る
施
策
・
事
業

を
計
画
的
に
推
進
し
、
健
全
な
行
財
政
運

営
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、総
合
計
画
の
実

施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
実
施
計
画
と
は
、基
本
計
画
に
示
し

た
主
要
施
策
に
基
づ
き
、
具
体
的
に
実
施

す
る
事
業
を
定
め
、
事
業
の
優
先
順
位
や

具
体
的
な
事
業
内
容
な
ど
を
示
す
こ
と
で

予
算
編
成
の
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
地
方
交
付
税
の
減
少
や
、
国
や

県
の
補
助
金
縮
減
な
ど
が
先
行
し
て
い
る

現
状
か
ら
、市
の
財
政
状
況
は
大
変
厳
し
く
、

市
の
持
続
的
発
展
を
支
え
る
た
め
に
は
、行

財
政
改
革
の
断
行
が
最
優
先
か
つ
最
重
要

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
十
九
年
二
月
に
赤
磐
市
行

財
政
改
革
審
議
会
か
ら
、ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら

の
徹
底
し
た
事
業
の
見
直
し
や
、平
成
二
十

一
年
度
末
ま
で
に
、
基
金
繰
入
ゼ
ロ
を
目
標

に
対
平
成
十
八
年
度
当
初
予
算
比
で
十
八

億
円
程
度（
一
般
財
源
ベ
ー
ス
）の
予
算
削
減

を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、こ
れ
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す

る
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
二
十
年

一
月
に
は
公
の
施
設
の
見
直
し
に
関
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
、本
市
で
は
こ
の
十
八
億
円
程
度
の

削
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
、こ
の
計
画
に
掲
載
さ
れ

た
事
業
に
つ
い
て
も
、
常
に
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　
　 

　
従
っ
て
、こ
の
計
画
上
の
事
業
お
よ
び
そ

の
事
業
費
な
ど
は
確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、

今
後
の
財
政
状
況
に
よ
り
見
直
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。 

◇
問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
企
画
課 

　（
９
５
５
）２
６
９
２ 
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べ
て
の
人
が
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、

社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、

そ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指

す
た
め
、こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
条
例
で
は
、男
女
共
同
参
画
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
市

と
市
民
、市
民
が
関
わ
る
各
種
団
体
、事
業

者
お
よ
び
教
育
関
係
者
の
皆
さ
ん
が
取
り

組
む
べ
き
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。
今

後
は
条
例
に
基
づ
い
て
、
皆
さ
ん
と
連
携
・

協
力
し
て
男
女
共
同
参
画
を
推
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
条
例
は
、
本
庁
市
民
課
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

        

　 
  

で
は
、
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関

す
る
施
策
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
意
見
を
幅
広
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、

「
赤
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
」

の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。 

 

◇
募
集
人
員
／
二
人
以
内 

◇
応
募
資
格 

　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
現
在
で
二
十
歳
以

　
上
の
赤
磐
市
に
在
住
す
る
人
で
、
男
女

　
共
同
参
画
に
関
心
と
見
識
を
持
ち
、
赤

　
磐
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議
会
に
出

　
席
で
き
る
人（
会
議
は
平
日
の
昼
間
に
開

　
催
し
ま
す
）。 

◇
応
募
方
法 

　
任
意
の
用
紙
に
「
私
が
考
え
る
男
女
共

　
同
参
画
」
に
つ
い
て
の
作
文
を
八
百
字
以

　
内
で
ま
と
め
、住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

　
番
号
、
職
業
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い（
郵
送
可
）。 

◇
募
集
期
限
／
五
月
二
十
日（
火
） 

※
選
考
結
果
は
、
各
個
人
あ
て
に
通
知
し

　
ま
す
。 

◇
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
本
庁
市
民
課
人
権
・
男
女
共
同
参
画
係 

　
　（
９
５
５
）１
１
１
４ 



8広報あかいわ（平成20年5月号） 

地域づくり、協働のまちづくりを進めよう 

赤磐市自治会代表者研修会 

地域活動シンポジウム 

特　集 

月
二
十
八
日
（
木
）
に
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
赤
磐
市
自
治
会
代

表
者
研
修
会
で
は
地
域
づ
く
り
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
大
変
興
味
深
い
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
四
月
号
で
簡
単
に
紹
介
し
ま

し
た
が
、
さ
ら
に
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

多
　
田　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
取
り
組
み
を
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
す
。

山
　
本　
山
陽
（
高
月
）
地
域
「
地
域
防
災
へ
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。
　

　
馬
屋
、
和
田
、
穂
崎
、
岩
田
地
区
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
も
し
も
　
そ
の

時
」
の
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
次
々
起
こ
る
大
地
震
を
見
て
、

大
災
害
時
に
は
、
交
通
・
情
報
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
が
断
た
れ
、
救
急
隊

も
病
院
も
頼
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
か
ら
で

す
。
　
初
回
の
平
成
十
七
年
度
は
、
災
害
時
の
心
構
え
や
対
応
に
つ
い
て
五
十

四
人
が
参
加
し
、
消
防
署
職
員
か
ら
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
十
八
年

度
は
、
震
動
計
を
載
せ
た
起
震
車
を
借
り
て
揺
れ
の
体
験
・
実
演
を
八
十

人
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。

　
三
回
目
と
な
っ
た
十
九
年
は
避
難
訓
練
を
実
施
。
ま
ず
、
所
要
時
間
の

調
査
を
行
う
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
百
人
の
地
域
住
民
が
高
月
公
民

館
に
集
合
。
消
火
器
の
使
い
方
や
三
角
巾
を
使
っ
た
副
木
の
あ
て
方
、
圧

迫
止
血
の
手
順
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
、
心
臓
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
的
確
な
方
法
な
ど
を
学
び
、
大
変
有
意
義
な
研
修
が
で
き
ま

し
た
。

長
　
光　
「
山
陽
夏
祭
り
、
や
よ
い
音
頭
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
報
告

し
ま
す
。
　

　
山
陽
連
合
町
内
会
主
催
の
夏
祭
り
盆
踊
り
は
、
昨
年
で
三
十
六
回
目
を

迎
え
、
毎
年
、
大
勢
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
う
地
域
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

最
近
、
地
元
有
志
の
協
力
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
や
よ
い
音
頭
」
が
踊

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
子
供
た
ち
に
も
地
域
独
自
の
踊
り
を
通
し
て
、「
自
分
た
ち
の
ふ
る
さ

と
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
先
般
、
山
陽
新
聞
で
は
、
ま
る
で
寂
し
い
廃
墟
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
ま

し
た
が
、
山
陽
地
域
に
も
す
ば
ら
し
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。
急
激
に
進
む
高
齢
化
に
も
対
応
し
な
が
ら
、
お
互
い
の
親
ぼ
く

の
輪
を
広
げ
、
支
え
合
い
、
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら

も
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

吉
　
永　
「
桜
が
丘
西
地
域
自
主
活
動
の
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

　
桜
が
丘
西
地
域
は
、
昭
和
五
十
二
年
の
入
居
か
ら
三
十
年
が
経
ち
、
人

口
が
一
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　
連
合
町
内
会
で
は
、
毎
月
第
一
土
曜
日
に
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で

役
員
会
を
開
い
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
行
事
と
し
て
は
、
二
十
二
回
を
数

え
る
連
合
大
運
動
会
や
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
の
体
育
行
事
、
二
十
七
回
を
数
え
る
盆
踊
り
大
会
な
ど
が
あ

り
、
連
合
町
内
会
に
お
い
て
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
継
続
し
て
実
施

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
自
主
防
犯
活
動
と
し
て
は
、
桜
が
丘
地
域
安
全
推
進
協
議
会
を
設
置
し
、

小
学
校
区
単
位
で
巡
回
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
桜
が
丘
地
域
に
は
七
つ
の
ア
ダ
プ
ト
認
定
団
体
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
百
二
十
の
登
録
グ
ル
ー
プ
で
年
間
八
万
人
の
利
用
が
あ
る
桜
が
丘
い

き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
文
化
交
流
会
、
文
化
祭
な
ど
が
行

わ
れ
、
桜
が
丘
の
東
西
住
民
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
時
　
末　
赤
坂
地
域
「
わ
か
た
け
作
業
所
へ
の
支
援
」
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。

　
赤
磐
市
発
足
後
、
市
か
ら
旧
山
陽
町
「
希
望
の
会
作
業
所
」
と
旧
熊
山
町

「
若
草
作
業
所
」
を
統
合
す
る
に
当
た
り
、
交
通
の
利
便
性
・
作
業
所
の
規

模
な
ど
を
考
慮
し
、
町
苅
田
に
作
業
所
を
開
設
し
た
い
と
の
申
し
出
が
町

苅
田
、
由
津
里
両
区
長
に
あ
り
ま
し
た
。
両
区
長
と
も
障
害
者
の
た
め
に

協
力
、
支
援
す
る
決
断
を
し
、
平
成
十
七
年
十
一
月
に
作
業
所
が
開
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
苅
田
、
由
津
里
区
で
は
作
業
所
開
設
に
つ
い
て
地
域
住
民
に
理
解
を

求
め
、
声
か
け
、
話
し
か
け
な
ど
の
協
力
を
依
頼
し
ま
し
た
。
野
菜
、
花
づ

く
り
の
た
め
の
農
地
借
用
と
耕
運
な
ど
の
援
助
、
清
掃
作
業
、
作
業
所
祭

り
、
お
花
見
会
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
チ
ラ
シ
に
よ
る
案
内
や
行
事
に

伴
う
駐
車
場
の
協
力
要
請
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二 
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多田  憲一郎  
（岡山商科大学経営学部教授） 

山本　雅堂  
（和田区長） 

長光　國明  
（山陽連合町内会長） 

吉永　隼人  
（桜が丘西連合町内会長） 

◇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者 

　
　
　（
敬
称
略
・
当
時
の
役
職
） 

〈
進
行
役
〉 

〈
発
表
者
〉 

岡
　
野　
熊
山
（
豊
田
・
磐
梨
）
地
域
「
安
全

･

安
心
ま
ち
づ
く
り
〜
豊
田
・

磐
梨
学
区
ス
タ
ー
ト
〜
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
磐
梨
小
学
校
・
豊
田
小
学
校
で
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
た
め
、
熊
山
地
域
区
長
協
議
会
幹
事
会
で
安
全

･

安
心
ま
ち
づ
く
り

事
業
を
発
案
。
各
地
区
へ
持
ち
帰
り
協
議
し
た
結
果
、
学
区
ご
と
に
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
域
住
民
に
よ
る
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　
豊
田
小
学
校
の
場
合
、「
豊
田
学
区
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
」
を
設

立
。
　
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
、
　
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も
一
一
〇
番
の
有

志
に
よ
る
地
区
見
守
り
活
動
、
　
保
護
者
や
教
職
員
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

学
校
指
導
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
磐
梨
小
学
校
区
に
お
い
て
も
順
次

実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
国
体
を
契
機
に
住
民
の
連
帯
が
強
ま
っ
て
い
る
今
、
現
在
の
活
動
を
維

持
し
、
広
く
地
域
住
民
に
活
動
の
意
義
を
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
強
力
な

サ
ポ
ー
ト
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

林　
桜
が
丘
東
地
域
「
連
合
自
治
会
、
盆
踊
り
・
運
動
会
の
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

　
桜
が
丘
東
地
域
は
、
関
西
方
面
か
ら
の
移
住
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す

が
、
最
近
は
県
内
の
若
い
家
族
が
転
入
す
る
こ
と
が
増
え
て
い
る
よ
う
で

す
。
　
多
様
な
地
域
か
ら
の
転
入
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
図
る
べ
く
、
盆
踊
り
、
運
動
会
が
毎
年
開
催
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
盆
踊
り
大
会
は
い
つ
も
盛
り
上
が
り
ま
す
が
、
昨
年
は
特
に
盛
況
で
、

二
千
八
百
人
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
連
合
主
催
に
な
っ
た
こ

と
で
各
町
内
会
に
業
務
分
担
を
し
た
こ
と
、
金
券
を
発
行
し
た
こ
と
、
同

時
開
催
の
西
地
区
が
中
止
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
初
め
て
消
防
団
熊
山
方
面
隊
の
協
力
に
よ
り
舞
台

設
営
や
警
備
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
し
た
。

　
一
方
の
運
動
会
は
、
参
加
者
が
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
運
動
会

に
代
わ
る
事
業
を
模
索
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。

難
　
波　
吉
井
地
域
「
コ
ス
モ
ス
に
よ
る
環
境
美
化
活
動
」
に
つ
い
て
報

告
し
ま
す
。

　
周
匝
地
区
で
は
、
平
成
八
年
、
周
匝
橋
の
渡
橋
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
り
「
ご
み
捨
て
場
と
化
し
て
い
る
周
匝
地
内
の
堤
防
の
環
境
を
良
く
し
、

吉
井
川
の
清
流
を
守
ろ
う
」
と
当
時
の
区
長
の
声
か
け
に
よ
り
、
住
民
全

員
が
堤
防
の
草
刈
り
や
ご
み
の
処
理
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
堤
防
を

将
来
に
わ
た
り
き
れ
い
に
保
つ
た
め
コ
ス
モ
ス
を
植
え
、
平
成
十
年
か
ら

コ
ス
モ
ス
祭
り
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
祭
り
は
毎
年
十
月
の
第
一
日
曜
日
に
「
案
山
子
祭
り
」
と
同
時
に
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
美
し
い
コ
ス
モ
ス
と
四
十
点
の
案
山
子
が
好
評

で
、
観
光
バ
ス
百
五
十
台
が
立
ち
寄
り
、
参
加
者
は
一
万
四
千
六
百
人
で

し
た
。

　
堤
防
に
は
ご
み
の
不
法
投
棄
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
り
、
自
発
的
に
ご
み

拾
い
や
草
刈
り
な
ど
環
境
美
化
に
心
が
け
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
学

校
や
保
育
園
と
の
交
流
も
で
き
、
住
民
間
の
親
密
さ
が
増
し
た
よ
う
で
す
。

多
　
田　
七
人
の
方
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
活
動
報
告
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
新
し
く
住
宅
地
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
環
境
が
変
化
し
て
い
く
中
で
地
域

づ
く
り
の
ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
さ
れ

ま
し
た
か
。

長
　
光　
互
い
に
知
り
合
う
チ
ャ
ン
ス
を
い
か
に
増
や
す
か
を
絶
え
ず

考
え
な
が
ら
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
親
し
く
な
れ
ば
、
こ

の
地
域
が
ど
う
し
た
ら
良
く
な
る
か
な
ど
の
意
見
が
雑
談
の
中
で
出
て

き
ま
す
。
出
て
き
た
ア
イ
デ
ア
や
ヒ
ン
ト
を
具
体
化
す
れ
ば
地
域
づ
く
り

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

吉
　
永　
町
内
会
役
員
の
任
期
が
一
年
の
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
で
き
る

だ
け
任
期
を
三
〜
五
年
程
度
に
引
き
伸
ば
す
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

誰
が
中
心
か
わ
か
ら
な
い
よ
う
で
は
町
内
会
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

林　
各
自
治
会
の
事
業
を
増
や
し
て
出
会
い
を
多
く
す
る
こ
と
。
情
報
を

き
め
細
か
く
会
員
に
周
知
す
る
こ
と
。
組
織
間
の
交
流
と
し
て
、
子
供
会

行
事
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
会
に
出
る
よ
う
に
し
、
民
生
委
員
・
愛
育
委
員
・
栄
養

委
員
な
ど
と
交
流
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

地 域 活 動 シ ン ポ ジ ウ ム 
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時末　知明  
（町苅田区長） 

岡野　進  
（熊山地域区長協議会長） 

林　一郎  
（桜が丘東連合自治会長） 

難波　公正  
（周匝コスモスまつり実行委員会代表） 

〈
発
表
者
〉 

姫
路
市
連
合
自
治
会
へ 

視
察
研
修
に
行
き
ま
し
た 

多
　
田　
皆
さ
ん
の
報
告
の
中
で
、
地
域
づ
く
り
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、

行
事
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
事
で
あ
る
と
話
が
あ
り
ま
し

た
が
、
事
業
を
続
け
る
上
で
の
工
夫
・
難
し
さ
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

難
　
波　
会
長
の
掛
け
声
一
つ
で
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
区
民
が
百
人
程

手
伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
会
員
の
年
齢
も
平
均
七
十
歳
と
高
齢
で
、
後
継
者

も
い
な
い
状
況
で
す
が
、
止
め
た
ら
堤
防
が
元
の
も
く
あ
み
と
な
る
の
で
、

続
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

山
　
本　
高
月
地
域
に
は
両
宮
地
域
ぐ
る
み
活
動
協
議
会
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
組
織
が
母
体
と
な
っ
て
地
域
防
災
の
取
り
組
み
に
つ
な
が
っ
た
の

だ
と
思
い
ま
す
。
役
員
の
交
代
が
あ
る
と
途
切
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
る

の
で
、
次
の
人
に
必
ず
引
き
継
ぐ
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
　
野　
ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
に
全
地
区
が
参
加
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
が
、
何
か
共
通
点
を
見
つ
け
て
全
地
区
が
参
加
で
き
る
よ
う

な
も
の
を
計
画
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

時
　
末　
わ
か
た
け
作
業
所
の
障
害
者
の
方
が
自
立
す
る
た
め
、
少
し
で

も
区
民
が
手
助
け
を
し
て
い
け
れ
ば
継
続
し
て
い
く
と
考
え
ま
す
。

多
　
田　
最
後
に
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ま
と
め
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
協
働
と
い
う
の
は
行
政
の
思
い
も
あ
り
ま
す
が
、
住
民
の
思
い

も
あ
っ
て
意
思
疎
通
が
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。
本
物
の
協
働
を
作
る
た

め
に
は
　
協
働
の
た
め
の
体
系
的
な
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で
す
。
　
行

政
が
全
体
を
統
括
す
る
立
場
と
な
っ
て
、
調
整
機
能
の
役
割
を
果
た
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
行
政
と
住
民
が
互
い
の
違
い
を
認
識
し
、
信
頼

し
あ
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
　
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
次

代
に
引
き
継
ぐ
た
め
の
人
づ
く
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
　
一
番
言
い

た
い
の
は
、
当
事
者
意
識
を
持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
。
地
域
の
こ
と
は
地

域
で
や
っ
て
い
く
と
い
う
意
識
改
革
が
住
民
側
に
も
必
要
で
す
し
、
地
域

を
統
合
し
て
い
る
の
は
行
政
に
責
任
が
あ
る
わ
け
で
す
か
ら
行
政
も
逃

げ
な
い
、
ど
ち
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
中
で
の
当
事
者
意
識
、
本
気
度

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
仕
組
み
づ
く
り
と
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
行
政
と
住
民
と
の
信
頼
、

人
づ
く
り
、
当
事
者
意
識
、
こ
う
い
う
も
の
が
協
働
の
基
盤
だ
と
思
い
ま

す
。

月
四
日(

月)

、
市
自
治
連
合
会
で
は
、
昨
年
に
続
き
先
進
的
な
自
治

会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
、
姫
路
市
連
合
自
治
会
と
兵

庫
県
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー
を
視
察
研
修
し
ま
し
た
。

　
姫
路
市
自
治
連
合
会
と
の
意
見
交
換
で
は
、「
年
三
回
発
行
し
て
い
る

新
聞
『
自
治
ひ
め
じ
』
に
つ
い
て
、
行
政
の
広
報
と
重
複
す
る
こ
と
は
な
い

の
か
」「
姫
路
市
は
自
治
会
長
と
農
区
長
が
あ
り
、
会
議
な
ど
合
同
で
行
っ

て
い
る
の
か
」「
自
治
会
未
加
入
者
に
対
し
て
の
対
策
は
ど
う
し
て
い
る

の
か
」
な
ど
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
訪
れ
た
兵
庫
県
広
域
防

災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
台
風
・
集
中

豪
雨
・
土
砂
崩
れ
・
大
地
震
・
津

波
な
ど
の
災
害
発
生
状
況
の
説

明
を
受
け
、
耐
震
装
置
に
よ
る

地
震
体
験
や
煙
の
迷
路
に
よ
る

避
難
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、「
市
の
規
模
は
、

か
な
り
大
き
い
が
自
治
会
活
動

の
参
考
に
な
っ
た
」「
体
験
学
習

を
受
け
、
防
災
に
対
す
る
対
策

に
つ
い
て
、
参
考
に
な
っ
た
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
、
赤
磐
市

内
の
各
自
治
会
代
表
者
の
情
報

交
換
に
も
つ
な
が
り
有
意
義
な

視
察
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

二 

地 域 活 動 シ ン ポ ジ ウ ム 
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年
、
が
ん
の
研
究
・
治
療
は
め
ざ
ま

し
く
進
歩
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
現
在
国
民
の
死
因
の
上
位
を

占
め
る
「
が
ん
」
死
亡
者
は
増
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
が
ん
」
の
原
因
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
い
つ
誰

が
か
か
る
か
分
か
ら
な
い
病
気
で
す
。
ま
っ

た
く
が
ん
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は

無
理
だ
と
し
て
も
、
あ
る
程
度
防
ぐ
こ
と
は

で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
を

見
直
し
、
少
し
で
も
が
ん
の
原
因
に
な
る
も

の
を
遠
ざ
け
る
よ
う
心
が
け
、
健
康
で
明
る

い
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
。 

 〈
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
〉 

　
偏
食
を
せ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養

　
を
と
る
。 

　
好
物
で
も
同
じ
物
ば
か
り
繰
り
返
し
食
べ

　
ず
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を
心
が
け
る
。 

　
暴
飲
暴
食
を
し
な
い
。 

　
塩
分
・
脂
肪
は
ひ
か
え
め
に
。 

〈
嗜
好
品
に
注
意
〉 

　
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
！
自
分
の
適
量
を
知

　
る
こ
と
が
大
切
。 

　
た
ば
こ
は
禁
煙
す
る
こ
と
が
最
良
で
す
が
、

　
で
き
な
い
場
合
は
吸
い
過
ぎ
と
マ
ナ
ー
に

　
注
意
。
周
り
の
人
の
迷
惑
も
忘
れ
ず
に
。 

 〈
日
光
に
当
た
り
過
ぎ
な
い
〉 

　
紫
外
線
は
皮
膚
に
有
害
で
あ
る
こ
と
が
わ

　
か
っ
て
い
ま
す
。
必
要
以
上
に
肌
を
焼
く

　
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。 

 〈
運
動
で
気
分
転
換
〉 

　
適
度
な
ス
ポ
ー
ツ
は
気
分
転
換
や
健
康
づ

　
く
り
に
有
効
で
す
。
積
極
的
に
機
会
を
つ

　
く
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。 

 〈
身
体
を
清
潔
に
〉 

　
毎
日
の
シ
ャ
ワ
ー
や
入
浴
を
心
が
け
ま
し

　
ょ
う
。
皮
膚
や
汚
れ
の
た
ま
り
や
す
い
部

　
分
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
で
皮
膚
が
ん
な
ど

　
が
あ
る
程
度
予
防
で
き
ま
す
。 

 

　
以
上
の
こ
と
は
と
り
た
て
て
特
別
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
少

し
気
を
つ
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

　
最
後
に
、
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
と
て
も
大
切
で
す
。
元
気
な
と
き
こ
そ
検

診
を
受
け
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。 

近 

平成20年度 東備保健所相談事業　Tel.0869-64-2255/Fax.0869-64-1108

特別健康相談 
（要予約） 

東 　 備  
保 健 所  

熊山保健福祉 
総合センター 

赤坂健康管理 
セ ン タ ー 

骨髄バンク登録 
（要予約） 

心の健康相談 
（要予約） 

子どもの心と 
からだの総合 
相談（要予約） 

思春期の 
心の健康相談 
（要予約） 

病態別栄養相談 
（要予約） 

心の健康相談 
（要予約） 

医療安全相談 

B型肝炎、C型肝炎、エイズ、梅毒、クラミジアに関する相
談および採血

登録受け付けおよび採血 

うつ、認知症、アルコールなどの薬物依存、ひきこもり、そ
の他の心の健康などについての精神科医などによる相談 

思春期・青年期の心の健康およびひきこもりの精神科医
などによる相談 

うつ、認知症、アルコールなどの薬物依存、ひきこもり、そ
の他の心の健康などについての精神科医などによる相談 

身体および精神面で経過観察を必要とする乳幼児の専
門的な診察および相談 

糖尿病、腎臓病、肝臓病などの食事療法の相談 

医療安全に係る相談 

毎月第2・4木曜日
9：30～11：30

毎月第2・4木曜日
9：30～11：30

毎月第2火曜日 13:30～14:30
毎月第3木曜日 13:30～14:30

偶数月 第3金曜日
13:00～15:00

随時実施 
（予約時に相談日時を決めます） 

随時実施 
（来所の場合は要予約） 

事　業　名 実施場所 内　　　　　　容 開　催　日　時 

毎月第4水曜日
13:30～14:30

毎月第1火曜日
13:30～14:30

◎相談事業は東備保健所、または出張相談会場のいずれでも受けることができます。 

※東備保健所：備前市東片上213-1／熊山保健福祉総合センター：赤磐市松木636-1／赤坂健康管理センター：赤磐市町苅田514

が
ん
を
予
防
す
る 

日
常
生
活
と
心
が
け 
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★熊山図書館の休館日は、
　水曜日から月曜日に変わ
　りました。 

★中央図書館は新館移転
　作業のため全日休館です。
　利用者の皆さんにはご
　迷惑をおかけしますが、
　ご理解とご協力をお願い
　します。 

5月の図書館カレンダー 

赤坂・熊山・吉井図書館休館日 

火 水 月 日 金 土 木 

4

11

18

25

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

5

12

19

26

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 

●開館時間 
　午前１０時～午後６時 

　6月6日（金）午後1時、新赤磐市立
中央図書館が開館します。 
　「ゆとりと潤いに出会う図書館」を
基本コンセプトに建設された新しい図
書館は、図書館部分約1,500平方�の
フロアに一般・児童・視聴覚資料を並べ
て皆さんの来館をお待ちしています。 
　新しい図書館では、資料を借りられ
るだけではなく、視聴覚資料（ビデオ・
DVD・CD）を館内の専用のブースで視
聴することもできます。そして、気軽に
使える利用者用のインターネット検索
用パソコン10台や調べもの用のデー
タベースなども準備しています。 
　赤磐市民の生涯学習、文化と情報の
拠点として生活の中で役立つ図書館
を目指しています。 

　6月から赤磐市の図書館休館日が変
わります。第3日曜日も開館します。 

●休館日／月曜日、館内整理日（12月
　を除き毎月最終金曜日）、12月28日
　～1月4日、特別整理期間 

『オリンピック全大会』 
武田　薫／著 
朝日新聞社／出版 

『中国ニセ食品の 
　　　　　カラクリ』 
富坂　聰／著 
角川学芸出版／出版 

『阪急電車』 
有川　浩／著 
幻冬舎／出版 

『くじらのバース』 
村上　康成／作・絵 
ひさかたチャイルド／出版 

『いろいろおせわに 
　　　　なりました』 
やぎゅう げんいちろう／著 
福音館書店／出版 

『葉っぱのあかちゃん』 
平野　隆久／写真・文 
岩崎書店／出版 

新しい中央図書館が 
オープンします！！ 

赤磐市の図書館 
休館日変更 

熊山図書館 
おはなしたまてばこ 

おすすめ本の紹介 

一 般 図 書 児 童 図 書 

ズーム 
アップ 

●日時／5月10日（土） 14：00～ 
●場所／くまやまふれあいセンター 
●内容／絵本、紙しばいなど 

★たのしいおはなしがいっぱい！ 
　みんなできてね！ 
★紙しばいおじちゃん
　もやってくるよ！ 
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高月公民館主催講座 熊山公民館主催講座 

吉井公民館主催講座 

西山公民館主催講座 

山陽公民館主催講座 

 

 
 
 
★遊びのボランティア養成講座『マジック入門』 
　簡単なマジックを覚え、家庭や職場、地域で披露し、皆
さんを楽しませてあげましょう。 
■日　時　6月7・14・21・28日（いずれも土曜） 
　　　　　10：00～12：00 
■定　員　一般（初心者対象）15人 
■参加費　500円（全4回分・材料代含む） 
■申込期間　5月8日（木）～5月23日（金） 
 
 
 
 
★科学面白実験室 
　スーパーボールを作ろう。 
■日　時　5月24日（土）　9：30～11：00 
■講　師　子どもの遊びと手の労働研究会岡山支部　　 
■定　員　児童15人　　■参加費　200円 
■申込期間　5月8日（木）～ 
 
 
 
 
★ドキドキ自然教室 
　県北西部に生えている山野草に親しみ、植物に対する
興味・関心を持ち、初夏の山歩きを満喫しよう。 
■日　時　6月6日（金）　8：30～17：00 
■場　所　名勝磐窟渓谷付近を散策 
　　　　　（高梁市川上町、備中町） 
■講　師　楠原　良三　　■定　員　一般20人 
■参加費　500円（資料代を含む） 
　　　　　※他に名勝磐窟公園入場料720円が必要です 
■申込期間　5月8日（木）～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
★ナイスミディ講座 
　化学物質に頼らず、自然の恵みを集めて作ります。ア
ロマテラピーをベースに体に優しい生活を始めてみま
せんか。 
■日　時 
　�5月29日（木）　10：00～12：00 
　　「アロマテラピールームスプレー作り」 
　�6月13日（金）　10：00～12：00 
　　「アロマテラピー石けん作り」 
■定　員　一般15人　　■参加費　1回500円 
■申込期間　5月8日（木）～ 
■その他　どちらか一方だけの参加も可 
 
 
★園芸講座～ガーデニングに関するQ&A～ 
　バラが咲く時期、英国庭園を散策しながらガーデニン
グに関する知識を深めましょう。 
■日　時　5月30日（金）　10：00～11：30 
■場　所　熊山英国庭園 
■講　師　熊山英国庭園ヘッドガーデナー　武本高三 
■定　員　一般20人　　■参加費　無料 
■申込期間　5月9日（金）～ 
 
 
 
 
★竜天天文台『少年少女天文教室』 
　大学天文部のお兄さん、お姉さんといっしょに宇宙の
ことを勉強しよう。 
■日　時 
　�5月20日（火）　19：00～21：00 
　　「星座を知ろう」 
　�7月22日（火）　18：00～翌２３日（水）11：00 
　　「夏の星空・流れ星」 
　�10月14日（火）　19：00～21：00 
　　「デジカメか携帯電話で天体写真を撮ろう」 
　�12月16日（火）　19：00～21：00 
　　「クリスマス」 
　�2月22日（日）　9：30～11：30 
　　「昼間の星を見よう」 
■定　員　小学4～6年生・中学生・親子20人 
■参加費　1,000円（年間） 
■申込期間　5月7日（水）～ 
 

各公民館  
所在地・連絡先 
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全
国
大
会
出
場 

大
会
結
果 

募
　
　
集 

お
知
ら
せ 

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の 

　
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

    

全
日
本
少
年
硬
式
野
球
連
盟 

第
十
六
回
全
日
本
春
季
大
会 

（
倉
敷
マ
ス
カ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア
ム
） 

◇
赤
磐
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ 

            

第
三
十
回
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳 

競
技
大
会
水
球
競
技（
千
葉
県
） 

◇
横
田
　
晃
輝（
西
軽
部
） 

◇
塚
本
　
達
也（
町
苅
田
） 

      

全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会（
千
葉
県
） 

◇
小
泉
　
寿
枝（
山
陽
五
丁
目
） 

 

第
三
十
八
回
日
本
少
年
野
球 

春
季
大
会（
大
阪
府
） 

◇
景
山
　
　
諒（
桜
が
丘
西
三
丁
目
） 

第
三
十
五
回
全
国
高
等
学
校 

選
抜
卓
球
大
会（
東
京
都
） 

◇
池
上
　
奏
斗（
桜
が
丘
東
二
丁
目
） 

   

青
空
の
も
と
白
球
を 

追
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！ 

　
山
陽
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
で
は
平

成
二
十
年
度
の
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人
で
年

齢
は
問
い
ま
せ
ん
。 

【
場
所
】
弥
生
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

【
受
付
】
土
・
日
曜
日
午
後 

　
弥
生
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で 

【
年
会
費
】 

　
新
規
・
四
千
五
百
円
／
継
続
・
四
千
円 

＊
初
心
者
歓
迎
！
初
心
者
教
室
も
開

　
催
予
定
で
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　（
昼
）　
０
９
０（
６
８
４
９
）２
３
４
５ 

　（
夜
）　（
９
５
５
）０
０
６
６ 

　
事
務
局
・
田
中 

 

赤
磐
市
卓
球
教
室
生
募
集
！ 

【
日
時
】 

　
五
月
十
二
日
・
十
九
日
・
二
十
六
日
・

　
六
月
二
日
・
九
日（
毎
月
曜
日
） 

　
午
後
八
時
〜
九
時
三
十
分 

【
場
所
】
高
陽
中
学
校
体
育
館 

【
定
員
】先
着
二
十
人（
初
心
者
大
歓
迎
） 

【
指
導
】
赤
磐
市
卓
球
協
会 

【
参
加
費
】 

　
千
円（
保
険
代
）、当
日
持
参 

【
持
参
品
】
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、持
っ
て

　
い
る
人
は
卓
球
ラ
ケ
ッ
ト 

【
申
込
期
日
】五
月
十
一
日（
日
） 

【
申
し
込
み
先
】 

　
赤
磐
市
体
育
協
会
事
務
局
（
赤
磐

　
市
教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
） 

　
　（
９
５
５
）４
４
３
２ 

　 第
三
回
赤
磐
市
春
季
テ
ニ
ス
大
会 

参
加
者
募
集
！ 

【
日
時
】
六
月
十
五
日（
日
） 

　
受
付
／
八
時
三
十
分
〜 

　
開
始
／
九
時 

【
場
所
】
桜
が
丘
テ
ニ
ス
場 

【
対
象
】
桜
が
丘
テ
ニ
ス
場
年
間
会
員 

【
種
目
】
ダ
ブ
ル
ス 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
愛
甲
博
美 

　
　
０
９
０（
１
６
８
１
）７
４
７
８ 

  

　 第
二
十
回
赤
磐
市 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
杯
記
念
大
会 

【
開
催
日
】三
月
四
日（
火
） 

【
開
催
場
所
】
和
気
鵜
飼
谷
専
用
ゲ
ー

　
ト
ボ
ー
ル
場 

【
参
加
者
数
】十
一
チ
ー
ム（
六
十
三
人
） 

【
大
会
結
果
】 

◇
優
　
勝
／
赤
坂（
赤
坂
） 

◇
準
優
勝
／
東
軽
部（
赤
坂
） 

◇
第
三
位
／
可
真（
熊
山
） 

◇
ラ
ッ
キ
ー
セ
ブ
ン
賞
／ 

　
　
　
　
　
コ
ス
モ
ス（
赤
坂
） 

◇
Ｂ
Ｂ
賞
／
千
躰（
熊
山
） 

 

赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯 

春
季
射
撃
大
会 

　
三
月
十
六
日（
日
）、備
前
射
撃
場
で

赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯
春
季
射
撃
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
会
は
、射
撃
技
術
の
向
上
、

銃
器
の
安
全
技
術
の
訓
練
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
大
会
結
果
】 

◇
優
　
勝
／
本
徳
　
丈
彦（
沼
田
） 

◇
準
優
勝
／
藤
原
　
輝
雄（
尾
谷
） 

◇
第
三
位
／
篠
原
　
康
人 

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
西
７
丁
目
） 

◇
第
四
位
／
福
安
　
秀
雄
　 

　
　
　
　
　（
桜
が
丘
西
３
丁
目
） 

◇
第
五
位
／
松
田
　
典
章（
可
真
下
） 

◇
第
六
位
／
本
並
　
宜
男 

　
　
　
　
　（
山
陽
６
丁
目
） 

◇
第
七
位
／
兼
崎
　
勝
信（
町
苅
田
） 

 

第
二
十
四
回
冬
季 

少
年
近
隣
柔
道
大
会 

【
開
催
日
】二
月
十
一
日（
月
） 

【
開
催
場
所
】
高
陽
中
学
校
格
技
場 

【
参
加
者
数
】
九
十
人 

【
大
会
結
果
】 

◎
個
人
戦 

〔
女
子
一・
二
年
の
部
〕 

◇
第
一
位
／
林
　
恵
里
花（
磐
梨
） 

◇
第
二
位
／
鈴
木
　
美
夕（
山
陽
） 

◇
第
三
位
／
津
田
　
歩
香（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
竹
内
　
紗
那（
磐
梨
） 

〔
女
子
三
、四
年
の
部
〕 

◇
第
一
位
／
三
宅
　
奈
那（
磐
梨
） 

◇
第
二
位
／
日
笠
優
希
美（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
中
山
天
衣
里（
磐
梨
） 

〔
女
子
五
・
六
年
の
部
〕 

◇
第
一
位
／
澤
田
　
知
佳（
山
陽
） 

◇
第
二
位
／
林
　
加
奈
子（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
入
江
う
て
な（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
村
上
　
紗
英（
磐
梨
） 

〔
男
女
混
合
一・
二
年
の
部
〕 

◇
第
一
位
／
有
吉
　
哲
平（
磐
梨
） 

◇
第
二
位
／
難
波
　
良
気（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
林
　
恵
里
花（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
岩
藤
　
　
諒（
磐
梨
） 

〔
男
女
混
合
三
・
四
年
の
部
〕 

◇
第
一
位
／
三
宅
　
奈
那（
磐
梨
） 

◇
第
二
位
／
大
治
　
慶
伍（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
奥
田
　
将
基（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
藤
井
　
一
起（
磐
梨
） 

〔
男
女
混
合
五
・
六
年
の
部
〕 

◇
第
一
位
／
石
原
　
亮
太（
山
陽
） 

◇
第
二
位
／
澤
田
　
知
佳（
山
陽
） 

◇
第
三
位
／
古
江
　
　
誠（
磐
梨
） 

◇
第
三
位
／
三
浪
　
秀
公（
磐
梨
） 

◎
団
体
戦 

◇
第
一
位
／
磐
梨
武
道
館
Ａ 

◇
第
二
位
／
山
陽
柔
道
教
室
Ａ 

◇
第
三
位
／
磐
梨
武
道
館
Ｂ 

   

ホ
ッ
ケ
ー
大
会
紹
介 

西
日
本
女
子
リ
ー
グ 

【
日
時
】五
月
二
十
五
日（
日
） 

　
午
前
十
一
時
試
合
開
始
予
定 

【
場
所
】
熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場 

【
対
戦
】
鳥
取
ク
ラ
ブ 

vs 

兵
庫
ク
ラ

　
ブ（
観
戦
無
料
） 

　
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
が
決
定
し

た
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
、そ
の
ホ
ッ
ケ
ー
を

身
近
で
観
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
！ 
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戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
が 

一
部
改
正
さ
れ
ま
す
。 

　
今
ま
で
も
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、

　
赤
磐
市
で
定
め
た
要
綱
に
基
づ
き
、
本
人

　
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
五
月
一

　
日
か
ら
本
人
確
認
が
法
定
化
さ
れ
ま
す
。 

　
各
種
の
証
明
書
の
請
求
や
戸
籍
・
住
民
異

　
動
の
届
け
出
な
ど
を
行
う
場
合
に
は
、
本

　
人
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。 

　
写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
運

　
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
本
人
確

　
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　
郵
便
で
請
求
す
る
と
き
は
、
本
人
確
認
書

　
類
の
写
し
を
同
封
し
、
返
送
先
は
現
住

　
所
と
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

   

戸
籍
の
証
明
書
・
住
民
票
の 

  

写
し
な
ど
の
請
求
は
… 

 

　
戸
籍
の
証
明
書
・
住
民
票
の
写
し
な
ど
の

　
請
求
時
に
も
、
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。 

　
代
理
人
・
使
者
の
人
が
請
求
す
る
場
合
は
、

　
委
任
状
が
必
要
で
す
。 

　
正
当
な
理
由
の
明
示
が
必
要
で
す
。 

　
　
自
分
の
権
利
を
行
使
し
た
り
、
自
分
の

　
　
義
務
を
果
た
し
た
り
す
る
た
め
に
戸

　
　
籍
や
住
民
票
の
内
容
を
確
認
す
る
必

　
　
要
が
あ
る
こ
と
。 

　
　
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に

　
　
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
正

　
　
当
な
理
由
を
詳
し
く
書
く
こ
と
が
必

　
　
要
と
な
り
ま
す
。 

　
正
当
な
理
由
を
証
明
す
る
資
料
を
提
示

　
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
戸
籍
の
証
明
書
は
本
人
、
配
偶
者
ま
た
は

　
直
系
親
族
の
人
か
ら
の
請
求
の
場
合
、
住

　
民
票
の
写
し
は
、
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯

　
の
人
か
ら
の
請
求
の
場
合
は
、
理
由
の
明

　
示
な
ど
は
不
要
で
す
。 

   

戸
籍
の
届
け
出
を
す
る
と
き
は
… 

 

　
戸
籍
に
関
す
る
届
け
出
時
に
も
、
本
人

　
確
認
が
必
要
で
す
。 

　
法
律
上
、
本
人
確
認
が
必
要
な
の
は
認

　
知
・
養
子
縁
組
・
養
子
離
縁
・
婚
姻
・
離

　
婚
の
五
つ
の
届
け
出
で
す
が
、
赤
磐
市
で

　
は
全
て
の
届
書
で
の
本
人
確
認
を
実
施
し

　
ま
す
。 

　
※
出
生
や
死
亡
な
ど
既
に
発
生
し
た
事

　
　
実
を
報
告
す
る
届
書
や
、
裁
判
所
の
許

　
　
可
書
な
ど
を
添
付
し
た
届
書
は
除
き

　
　
ま
す
。 

　
本
人
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
本

　
人
あ
て
に
届
書
を
受
理
し
た
こ
と
を
通

　
知
し
ま
す
。 

  

転
入
・
転
居
・
転
出
・
世
帯
変
更
な
ど
の 

  

届
け
出
を
す
る
と
き
は
… 
 

　
異
動
す
る
本
人
が
届
け
出
を
す
る
と
き

　
は
、
本
人
確
認
書
類
で
本
人
確
認
を
し

　
ま
す
。 

　
代
理
人
・
使
者
の
人
が
届
け
出
を
す
る
と

　
き
も
、
代
理
人
・
使
者
の
人
の
本
人
確
認

　
書
類
で
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
ま
た
、
異

　
動
す
る
本
人
の
委
任
状
も
必
要
で
す
。 

　
代
理
人
・
使
者
の
人
に
よ
る
届
け
出
の
場

　
合
は
、
異
動
す
る
本
人
に
届
け
出
を
受

　
理
し
た
旨
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
。 

   

新
し
い
不
受
理
申
出
制
度
と
は
… 

 
　
本
人
が
窓
口
に
来
た
こ
と
が
確
認
で
き
な

い
場
合
に
は
、
戸
籍
の
届
書
を
受
理
し
な
い

よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
市
長
に
申
し
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
通
達
に
基
づ

い
た
同
様
の
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後

申
し
出
の
で
き
る
届
書
は
法
律
に
定
め
ら
れ

た
認
知
、
養
子
縁
組
、
養
子
離
縁
、
婚
姻
、

離
婚
の
五
つ
の
届
書
に
限
ら
れ
ま
す
。 

　
届
け
出
の
際
に
は
、
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
。
　 

五
月
一
日
か
ら
戸
籍
法
・
住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、 

届
け
出
や
証
明
書
交
付
請
求
の
際
に
は
”本
人
確
認
“が
法
律
上
の
ル
ー
ル
に
な
り
ま
す
。 

　証明書自動交付機の稼働時間を4月1日から変更しました。
午前8時30分から利用でき、土･日･祝日は午後5時30分ま
で利用できるようになりました。 
　なお、証明書自動交付機を利用するには暗証番号の登録
が必要です。 

　●交付機の稼動時間　 
　　平　日……………午前8時30分～午後7時 
　　土・日・祝日………午前8時30分～午後5時30分 



 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
毎
月
第
３
土
曜
日
〕 

　
11：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00 

　（
竜
天
天
文
台
） 

 

●
胃
が
ん
検
診
 

　
（
山
陽
・
吉
井
地
域
）
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

815

411

916

512

1
2

31017

613

714

●
胃
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
熊
山
支
所
育
児
相
談
 

　
10：
00～
11：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
胃
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
無
料
法
律
相
談
 

　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
 

　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

●
交
通
安
全
日
 

●
お
は
な
し
会
 

　〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ
 

　
14：
00～（

熊
山
図
書
館
） 

●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　
10：
30～（

赤
坂
図
書
館
） 

 

●
胃
が
ん
検
診
（
山
陽
地
域
）
 

●
胃
が
ん
検
診
（
吉
井
地
域
）
 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　
（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
人
権
・
行
政
・
消
費
生
活
相
談
 

　
13:00～

16:00 
　
（
本
庁
2階
第
1会
議
室
）
 

●
年
金
相
談
　
1
0
:0
0～
1
2
:0
0と

　
13：
00～
15：
00の
2回
 

　
（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
 

　
10:00～

11:00（
赤
坂
公
民
館
）
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ま
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屋内プール トレーニング 
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※
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校
生
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初
心
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講
習
修
了
者
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り
ま
す
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初
心
者
講
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★
印
に
行
っ
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い
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３００
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ン
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校
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ン
タ
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住民基本台帳人口 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 

45,234人 

※人件費には、議員、首長などの報酬、給料などが含まれています。 

平成18年度末 

19,581,197 4,034,714

平均給料月額  平均年齢  

331,208円 43.5歳 

325,724円 40.7歳 

赤磐市 

国 

区　　分 赤　磐　市 国 

大学卒 一　般 
行政職 

一　般 
行政職 

170,200円 170,200円 

高校卒 138,400円 138,400円 

区　　分 

大学卒 

高校卒 

経験年数10年 

252,533円 

209,100円 

経験年数15年 

302,500円 

256,050円 

経験年数20年 

337,167円 

300,483円 

主な職務内容 

区　分 

一　般 
行政職 

職員数 

構成比 

主事補 

11人 

主幹 

40人 

係長 

131人 

主事 

26人 

1級 4級 3級 2級 

主な職務内容 

職員数 

構成比 

課長補佐 

31人 

部長 

11人 

計 

286人 

課長 

36人 

5級 7級 6級 

（2）時間外勤務手当（平成18年度決算） 

（4）特殊勤務手当（平成19年4月1日現在） 

支　　給　　総　　額 76,172千円 

171千円 職員1人当たり平均支給年額 

1人当たり平均支給額（平成18年度） 

ラスパイレス指数 93.4

497人 

※職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外勤務手当、管理職手当などです。 

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の給与水準を示す指数です。 

千円 

1,787,859
千円 

千円 千円 

257,943
千円 

758,597
千円 

2,804,399
千円 

5,643

職員数 
（A） 

1人当たり 
給 与 費 
（B/A） 

給　　　与　　　費 

給　料 計（B） 職員手当 
（期末・勤勉除） 

期末・勤勉 
手　　当 

行政職給料表 
（一） 

行政職給料表 
（一） 

制度上の段階、職務の級などによる加算措置 

区　分 

（1）期末・勤勉手当（平成19年4月1日現在） 

支　　　給　　　割　　　合 

6月期 

12月期 

計 

期末手当 

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

勤勉手当 

0.725月分 

0.725月分 

1.45月分 

有 

勤続20年 

（3）退職手当（平成19年4月1日現在） 

勤続25年 

勤続35年 

最高限度額 

23.50月分 

33.50月分 

47.50月分 

59.28月分 

20,013千円 

30.55月分 

区　　分 自己都合 勧奨・定年 

41.34月分 

59.28月分 

59.28月分 

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成18年度） 

区　　　　分 全職種 

支給対象職員1人当たり平均支給年額（平成18年度） 173千円 

手当の種類（手当数） 

手当の名称 

防疫等作業手当 

ごみ処理手当 

下水処理手当 

放射線業務手当 

医師業務手当 

検査業務手当 

夜間看護業務手当 

主な支給対象職員 

防疫作業従事職員 

ごみ処理作業従事職員 

下水処理作業従事職員 

診療エックス線技師 

医　　　　師 

臨床検査技師 

看護師・准看護師 

主な支給対象業務 

感染症の防疫業務 

ごみの処理業務 

下水の処理業務 

放射線を照射する業務 

医師の業務 

検査の業務 

深夜の看護等の業務 

10

出動手当 

夜間通信勤務手当 

高所作業手当 

消防職員 

消防職員 

消防職員 

救急救助、火災等への出動業務 

夜間の通信業務 

高所での訓練、消防活動業務 

　市職員の給与は､給与条例などの審議を通じ､また予算書や決算書で公表していますが､市民の皆
さんに､より一層のご理解をいただくため､その状況についてお知らせします。 



19 広報あかいわ（平成20年5月号） 

区　分 

給料 

報酬 

市　長 

給料･報酬 
月額 

801,000円 
（890,000円） 

副市長 679,000円 （700,000円） 

議　長 455,000円 

副議長 380,000円 

議　員 350,000円 

住居手当 持ち家（新築･購入などから5年）､借家などの区分に 
より月額2,500円～27,000円 

通勤手当 

交通機関 
利用職員 

交通用具 
利用職員 

定期代の月額（支給単位期間に基づく） 
支給限度月額55,000円 

通勤距離区分により支給 
月額2,400円～24,500円 

職員数 
（人） 

対前年 
増減数 

主な増減理由 

H18 H19

区　分 

教 　 　 育 

消 　 　 防  
※期末手当支給割合 

議　　会 

総　　務 

税　　務 

民　　生 

衛　　生 

労　　働 

農　　水 

商　　工 

土　　木 

小　　計 

 

 

病　　院 

水　　道 

下 水 道 

そ の 他 

小　　計 

合　　　　　計 

5 

91 

25 

81 

42 

  

31 

1 

31 

307 

119 

　 

41 

20 

24 

13 

98 

524

5 

88 

24 

74 

44 

 

26 

2 

27 

290 

124 

80 

38 

19 

25 

19 

101 

595

  

3 

1 

7 

2 

  

5 

1 

4 

17 

5 

80 

3 

1 

1 

6 

3 

71

 

組織・機構の見直し 

組織・機構の見直し 

組織・機構の見直し 

権限委譲に伴う業務増 

 

組織・機構の見直し 

組織・機構の見直し 

施設管理業務の移管 

 

施設管理業務の移管 

組合解散⇒市へ 

欠員不補充 

組織・機構の見直し 

組織・機構の見直し 

介護保険業務増 

一
般
行
政 

公
営
企
業
等 

※職員とは､一般職の職員をいい、休職者･派遣職員を含み臨時･ 
　非常勤職員を除きます。 
※職種などの計上方法が異なるため、他表の職員数と差を生じる 
　場合があります。 

6月期 12月期 計 

1.6月分 1.75月分 3.35月分 

1.6月分 1.75月分 3.35月分 

※実支給割合は､市長､副市長の場合､上記率に140/100を議長､ 
　副議長､議員の場合､115/100を乗じて得た割合となります｡ 
※給料の（　）内は減額措置を行う前の金額です。 

区 　 　 分  

配　偶　者 

配偶者以外の扶養者 

満16歳の年度初めから 
満22歳の年度末までの子 

月　　　額 

13,000円 

6,000円､6,500円､11,000円 

5,000円加算 
　／1人当たりにつき 

扶養手当 

（5）その他（平成19年4月1日現在） 

■サイレンは、火災発生時、消防団の訓練時および避       
　難勧告時などに鳴らします。 

■火災発生時には赤磐市消防本部から火災発生地域
　にサイレンを鳴らし、火災の種類および火災発生地
　区名を放送します。 

■火災発生時の放送内容は「自動応答装置」により電
　話で聞き直すことができます。 
　電話番号は、９５５-１３９０です。 

■火災情報は赤磐市消防本部の「火災情報テレホン
　ガイド」で確認することができます。 
　電話番号は、９５６-０１１９です。 

■各地域の定時放送の時刻は次のとおりです。 
　　山陽地域…随　時 
　　赤坂地域…７時５分／１２時３０分／１９時３０分 
　　熊山地域…７時１０分／１２時１０分／２０時００分 
  　（熊山農協…７時２０分／１２時２０分／２０時２０分） 
　　吉井地域…６時２０分／１２時２０分／１９時５０分 
　　消防本部…随　時 
　※12時20分に熊山農協と吉井地域の放送時刻が重なって
　　いますが、それぞれに放送は流れます。 

■各地域、各地区の放送中に、火災発生など緊急の放
　送を行った場合には、緊急の放送が優先されるため、
　各地域、各地区の放送は中断されますのでご了承く
　ださい。 

緊　　急　　放　　送 一　　般　　放　　送 
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赤
磐
市
で
は
合
併
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
人
事

異
動
は
退
職
者
な
ど
に
と
も
な
う
定
期
の
人
事
異
動
に
加
え
、
部
長
級
・

課
長
級
の
配
置
転
換
や
職
員
の
適
材
適
所
へ
の
配
置
を
行
う
と
と
も
に
、

業
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
水
道
課
と
下
水
道
課
の
工
務
係
を
そ
れ
ぞ

れ
本
庁
（
九
月
ご
ろ
ま
で
水
道
課
工
務
係
は
赤
坂
支
所
に
配
置
）
に
統
合

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
行
政
課
題
と
な
っ
て
い
る
企
業
誘
致
の
促
進
や
ゴ
ミ
処
理
広
域

化
対
策
さ
ら
に
は
熊
山
病
院
の
経
営
改
善
、
中
央
図
書
館
の
開
館
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
仕
組
み
を
強
化
す
る
た
め
、
人
員
の
増
強
を
行
な
っ

た
も
の
で
す
。 

　
全
体
の
異
動
者
が
百
六
十
三
人
と
多
数
の
た
め
異
動
に
つ
い
て
は
課

長
級
以
上
を
掲
載
し
ま
す
。 

四
月
一
日
付
け （

　
）
内
は
旧
任 

  
　 　 

 

●
異
動
（
部
長
級
） 

◇
池
本
　
耕
治
／
市
民
生
活
部

　
部
長
（
産
業
建
設
部
部
長
） 

◇
松
本
　
清
隆
／
保
健
福
祉
部

　
部
長
兼
保
健
福
祉
部
社
会
福

　
祉
事
務
所
所
長
（
熊
山
支
所
支

　
所
長
兼
市
立
熊
山
病
院
事
務

　
局
病
院
事
務
長
事
務
取
扱
） 

◇
内
田
　
慶
史
／
産
業
建
設
部
部

　
長
（
上
下
水
道
部
部
長
） 

◇
宇
野
　
泰
臣
／
上
下
水
道
部

　
部
長
（
保
健
福
祉
部
部
長
兼
保

　
健
福
祉
部
社
会
福
祉
事
務
所

　
所
長
） 

◇
額
田
　
　
優
／
赤
坂
支
所
支
所

　
長
兼
赤
坂
支
所
上
下
水
道
課

　
課
長
事
務
取
扱
（
赤
坂
支
所
支

　
所
長
） 

◇
白
石
　
悦
男
　
熊
山
支
所
支
所

　
長
兼
熊
山
支
所
上
下
水
道
課

　
課
長
事
務
取
扱
（
赤
坂
支
所
市

　
民
生
活
課
課
長
） 

◇
宮
内
　
清
文
／
吉
井
支
所
支

　
所
長
兼
吉
井
支
所
上
下
水
道

　
課
課
長
事
務
取
扱
（
吉
井
支
所

　
支
所
長
兼
吉
井
支
所
仁
堀
出

　
張
所
所
長
事
務
取
扱
） 

◇
藤
原
　
洋
文
／
教
育
委
員
会

　
教
育
次
長
（
市
民
生
活
部
部
長
） 

◇
上
村
　
博
文
／
消
防
本
部
消

　
防
長
（
消
防
本
部
次
長
兼
消
防

　
本
部
消
防
総
務
課
課
長
事
務

　
取
扱
） 

 

●
異
動
（
課
長
級
） 

◇
小
坂
　
孝
男
／
議
会
事
務
局

　
事
務
局
長
（
企
画
財
政
部
企
画

　
課
課
長
） 

◇
重
松
　
義
己
／
総
務
部
総
務

　
課
付
参
事
（
教
育
委
員
会
吉
井

　
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
参
事
） 

◇
皿
井
　
精
二
／
企
画
財
政
部
企

　
画
課
課
長
（
議
会
事
務
局
事
務

　
局
長
） 

◇
岡
本
　
衛
典
／
企
画
財
政
部

　
行
政
改
革
推
進
室
室
長
（
企
画

　
財
政
部
財
政
課
課
長
補
佐
） 

◇
平
尾
　
博
文
／
企
画
財
政
部

　
財
政
課
課
長
（
教
育
委
員
会
教

　
育
総
務
課
課
長
） 

◇
是
松
　
英
明
／
企
画
財
政
部

　
税
務
課
課
長
（
市
民
生
活
部
市

　
民
課
課
長
） 

◇
近
藤
　
常
彦
／
市
民
生
活
部

　
市
民
課
課
長
（
企
画
財
政
部
財

　
政
課
課
長
） 

◇
拝
郷
千
恵
美
／
保
健
福
祉
部

　
健
康
増
進
課
課
長
（
保
健
福
祉

　
部
介
護
保
険
課
課
長
補
佐
兼

　
保
健
福
祉
部
介
護
保
険
課
地

　
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
事

　
務
取
扱
） 

◇
大
森
　
敏
孝
／
上
下
水
道
部

　
水
道
課
課
長
（
保
健
福
祉
部
健

　
康
増
進
課
課
長
） 

◇
田
中
　
　
泰
／
赤
坂
支
所
市
民

　
生
活
課
課
長
（
赤
坂
支
所
健
康

　
福
祉
課
課
長
兼
赤
坂
支
所
健

　
康
福
祉
課
保
健
係
係
長
事
務

　
取
扱
） 

◇
森
　
　
　
章
／
赤
坂
支
所
健

　
康
福
祉
課
課
長
兼
赤
坂
支
所

　
健
康
福
祉
課
保
健
係
係
長
事

　
務
取
扱
（
赤
坂
支
所
産
業
建
設

　
課
課
長
） 

◇
林
　
　
哲
久
／
赤
坂
支
所
産

　
業
建
設
課
課
長
（
赤
坂
支
所
上

　
下
水
道
課
課
長
） 

◇
田
中
　
富
夫
／
熊
山
支
所
市
民

　
生
活
課
課
長
（
総
務
部
管
財
課

　
課
長
補
佐
兼
総
務
部
管
財
課

　
監
理
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
石
原
　
　
亨
／
吉
井
支
所
市
民 

　
生
活
課
課
長
兼
吉
井
支
所
市

　
民
生
活
課
環
境
係
係
長
事
務

　
取
扱
兼
吉
井
支
所
仁
堀
出
張

　
所
所
長
（
吉
井
支
所
市
民
生
活

　
課
課
長
） 

◇
荒
島
　
正
弘
／
吉
井
支
所
健

　
康
福
祉
課
課
長
兼
赤
磐
市
吉

　
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
（
吉

　
井
支
所
産
業
建
設
課
課
長
） 

◇
楢
原
　
哲
哉
／
吉
井
支
所
産

　
業
建
設
課
課
長
（
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
課
課
長
兼
教
育
委

　
員
会
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所

　
長
兼
教
育
委
員
会
山
陽
郷
土
資

　
料
館
館
長
） 

◇
藤
原
　
輝
之
／
市
立
熊
山
病

　
院
事
務
局
病
院
事
務
長
兼
市

　
立
熊
山
病
院
事
務
局
庶
務
係

　
係
長
事
務
取
扱
（
企
画
財
政
部

　
税
務
課
課
長
補
佐
兼
企
画
財

　
政
部
税
務
課
資
産
税
係
係
長

　
事
務
取
扱
） 

◇
中
川
　
靖
朗
／
教
育
委
員
会

　
教
育
総
務
課
課
長
（
企
画
財
政

　
部
行
政
改
革
推
進
室
室
長
） 

◇
安
井
知
佐
子
／
教
育
委
員
会

　
西
山
幼
稚
園
園
長
（
教
育
委
員

　
会
い
わ
な
し
幼
稚
園
園
長
） 

◇
額
田
　
猶
子
　
教
育
委
員
会
い

　
わ
な
し
幼
稚
園
園
長
（
教
育
委

　
員
会
西
山
幼
稚
園
園
長
） 

◇
奥
田
　
智
明
／
教
育
委
員
会
社

　
会
教
育
課
課
長
兼
教
育
委
員

　
会
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
所
長

　
兼
教
育
委
員
会
山
陽
郷
土
資
料
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三
月
三
十
一
日
付
け 

（
　
）
内
は
旧
任 

　
山
手
地
区
担
当
に
奥
田
日

出
子
さ
ん
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。（
四
月
一
日
よ
り
） 

民
生
委
員
児
童
委
員

民
生
委
員
児
童
委
員
が 

変
わ
り
ま
し
た 

民
生
委
員
児
童
委
員
が 

変
わ
り
ま
し
た 

　
館
館
長
（
吉
井
支
所
健
康
福
祉

　
課
課
長
兼
赤
磐
市
吉
井
子
育
て

　
支
援
セ
ン
タ
ー
長
） 

◇
幡
山
　
寛
念
／
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
課
参
事
兼
教
育
委

　
員
会
社
会
教
育
課
生
涯
学
習

　
係
係
長
事
務
取
扱
（
教
育
委
員

　
会
赤
坂
公
民
館
館
長
兼
教
育

　
委
員
会
笹
岡
公
民
館
館
長
兼

　
教
育
委
員
会
赤
坂
図
書
館
館

　
長
兼
教
育
委
員
会
赤
坂
分
室

　
室
長
） 

◇
藤
田
　
明
正
／
教
育
委
員
会
赤

　
坂
公
民
館
館
長
兼
教
育
委
員

　
会
笹
岡
公
民
館
館
長
兼
教
育

　
委
員
会
赤
坂
図
書
館
館
長
兼

　
教
育
委
員
会
赤
坂
分
室
室
長
（
教

　
育
委
員
会
社
会
教
育
課
参
事

　
兼
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　
生
涯
学
習
係
係
長
事
務
取
扱
） 

◇
正
好
　
尚
昭
／
教
育
委
員
会

　
中
央
図
書
館
館
長
（
企
画
財
政

　
部
税
務
課
課
長
） 

◇
井
上
　
松
吉
／
教
育
委
員
会

　
吉
井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
参

　
事
（
吉
井
支
所
上
下
水
道
課
課

　
長
） 

◇
木
庭
　
正
宏
／
消
防
本
部
消

　
防
総
務
課
課
長
（
消
防
本
部
消

　
防
総
務
課
参
事
） 

 

●
岡
山
県
か
ら
派
遣
職
員 

◇
今
東
　
敬
典
／
産
業
建
設
部

　
建
設
課
主
幹
兼
産
業
建
設
部

　
建
設
課
都
市
計
画
係
係
長
事

　
務
取
扱 

◇
澤
山
　
孝
之
／
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
課
主
幹
兼
教
育
委

　
員
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係

　
係
長
事
務
取
扱 

 

●
新
規
採
用 

◇
福
井
　
諭
子
／
総
務
部
秘
書

　
課
主
事
補 

◇
赤
澤
　
宏
和
／
企
画
財
政
部

　
企
画
課
主
事
補 

◇
菅
　
　
昌
広
／
保
健
福
祉
部

　
介
護
保
険
課
主
事
補 

◇
中
山
　
勝
俊
／
産
業
建
設
部

　
産
業
振
興
課
主
事
補 

◇
細
川
　
伸
也
／
会
計
課
主
事

　
補 

◇
坂
口
　
由
華
／
教
育
委
員
会
教

　
育
総
務
課
主
事
補 

◇
長
谷
　
貴
子
／
市
立
熊
山
病

　
院
看
護
部
看
護
師 

◇
権
次
　
政
栄
／
市
立
熊
山
病

　
院
看
護
部
看
護
師 

◇
西
村
　
裕
介
／
消
防
本
部
消
防

　
総
務
課
総
務
係
消
防
士 

     

●
退
　
職 

◇
故
倉
　
英
教
（
教
育
委
員
会
教

　
育
次
長
） 

◇
塩
見
　
和
明
（
消
防
本
部
消
防

　
長
） 

◇
石
原
　
光
二
（
上
下
水
道
部
水

　
道
課
課
長
） 

◇
國
安
　
敏
樹
（
熊
山
支
所
市
民

　
生
活
課
課
長
） 

◇
楢
原
　
昌
介
（
熊
山
支
所
上
下

　
水
道
課
課
長
兼
熊
山
支
所
上

　
下
水
道
課
下
水
道
係
係
長
事

　
務
取
扱
） 

◇
大
森
　
　
満
（
教
育
委
員
会
中

　
央
図
書
館
館
長
） 

◇
大
橋
　
幹
人
（
熊
山
支
所
市
民

　
生
活
課
参
事
兼
熊
山
支
所
市

　
民
生
活
課
環
境
係
係
長
事
務

　
取
扱
） 

◇
平
尾
　
妙
子
（
吉
井
支
所
健
康

　
福
祉
課
参
事
兼
吉
井
支
所
健

　
康
福
祉
課
福
祉
係
係
長
事
務

　
取
扱
） 

◇
佐
々
木
陽
子
（
教
育
委
員
会
ス

　
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹
） 

◇
丹
原
　
雅
彦
（
赤
坂
支
所
産
業

　
建
設
課
主
査
） 

◇
小
山
　
美
恵
子
（
熊
山
支
所
上

　
下
水
道
課
主
査
） 

◇
大
熊
　
美
穂
（
教
育
委
員
会
社

　
会
教
育
課
主
事
） 

◇
坂
口
　
靖
昌
（
教
育
委
員
会
桜

　
が
丘
幼
稚
園
教
諭
） 

◇
松
島
　
雅
行
（
教
育
委
員
会
中

　
央
公
民
館
主
幹
） 

◇
勝
田
　
清
子
（
吉
井
支
所
佐
伯

　
北
診
療
所
看
護
師
長
補
佐
） 

◇
矢
部
　
寿
々
恵
（
市
立
熊
山
病

　
院
看
護
部
看
護
師
長
兼
赤
磐

　
市
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ベ
ル
） 

◇
佐
野
　
敏
子
（
市
立
熊
山
病
院

　
看
護
部
准
看
護
師
） 

◇
池
本
　
公
明
（
市
民
生
活
部
環

　
境
課
桜
が
丘
清
掃
セ
ン
タ
ー
技

　
術
副
所
長
） 

◇
国
末
　
和
子
（
教
育
委
員
会
桜

　
が
丘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任

　
調
理
員
） 

◇
田
村
登
志
子
（
教
育
委
員
会
桜

　
が
丘
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主
任

　
調
理
員
） 

◇
小
坂
　
育
子
（
教
育
委
員
会
赤

　
坂
中
学
校
校
務
員
） 

◇
大
橋
　
孝
治
（
消
防
本
部
警
防

　
課
主
任
） 

 

●
岡
山
県
へ
復
帰 

◇
岡
崎
　
将
丈
（
企
画
財
政
部
行

　
政
改
革
推
進
室
主
幹
） 

◇
宇
垣
　
匡
雅
（
教
育
委
員
会
社

　
会
教
育
課
参
事
兼
教
育
委
員

　
会
社
会
教
育
課
文
化
財
係
係

　
長
事
務
取
扱
） 

◇
坪
井
　
秀
樹
（
教
育
委
員
会
社

　
会
教
育
課
課
長
補
佐
兼
教
育

　
委
員
会
社
会
教
育
課
人
権
教

　
育
係
係
長
事
務
取
扱
） 

　「もしも」のときのために日ごろから地域
や家庭で防災意識を高めていただくため、地
震ハザードマップを公共施設へ、洪水ハザード
マップを各家庭へ6月号の広報とともにお届
けします。すでにお配りしている防災マップと
ともに保存してください。万が一に備え避難
所の確認をしておきましょう。 

ハザードマップ完成!!ハザードマップ完成!!
市のホームページに掲載 



      

　
妊
婦
・
乳
児
健
康
診
査
、 

　
新
生
児
聴
覚
検
査 

 

　
四
月
か
ら
妊
婦
健
康
診
査

の
無
料
券
が
二
枚
か
ら
五
枚

に
増
え
ま
し
た
。
五
枚
の
無

料
券
の
利
用
時
期
は
妊
娠
週

数
に
よ
り
お
お
む
ね
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
三
月
ま
で
に
妊
娠

届
を
さ
れ
た
人
や
転
入
時
に

無
料
券
の
交
換
を
さ
れ
た
人

に
は
、す
で
に
妊
婦
健
診
の
無

料
券（
妊
娠
週
数
に
よ
り
一
〜

三
枚
追
加
）
と
新
生
児
聴
覚

検
査
依
頼
票
を
送
付
し
て
い

ま
す
。 

　
妊
娠
中
は
普
段
よ
り
一
層

健
康
に
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
妊
婦
健
康
診

査
を
受
け
て
、妊
婦
さ
ん
の
健

康
状
態
や
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん

の
育
ち
具
合
を
診
て
も
ら
う

こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
。
定
期
的
に
受
診
を
し

ま
し
ょ
う
。
妊
娠
し
た
か
な

と
い
う
と
き
は
、医
師
の
診

察
を
受
け
、市
役
所
に
妊
娠

の
届
け
出
を
し
て
、母
子
健
康

手
帳
と
母
子
保
健
ガ
イ
ド（
妊

婦
・
乳
児
健
康
診
査
な
ど
を

公
費
の
補
助
で
受
け
ら
れ
る

券
な
ど
が
と
じ
て
あ
る
も
の
）

の
交
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。 

　
新
生
児
聴
覚
検
査
は
、生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
の
耳
の
聞

こ
え
の
検
査
を
産
科
医
療
機

関
で
実
施
す
る
も
の
で
す
。

四
月
か
ら
市
が
交
付
す
る
依

頼
票
に
よ
り
岡
山
県
内
の
委

託
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け

ら
れ
ま
す
。 

　
妊
娠
中
の
人
で
市
の
新
し

い
妊
婦
健
康
診
査
無
料
券
や

新
生
児
聴
覚
検
査
依
頼
票
を

お
持
ち
で
な
い
人
は
窓
口
ま

で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、四
月
か
ら
県
外
の

医
療
機
関
で
妊
婦
お
よ
び
乳

児
健
康
診
査
を
受
診
す
る
場

合
、無
料
券
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
が
、無
料
券
と
併
せ
て

申
請
書
と
領
収
書
を
提
出
い

た
だ
く
と
、健
診
料
金（
市
の

規
定
す
る
限
度
額
内
で
）
を

後
日
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、窓
口
ま
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
健
康
増
進
課
お
よ
び 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

  

　
熊
山
支
所
育
児
相
談 

 

日
　
時
　
五
月
九
日（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
十
一
時 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総

　
合
セ
ン
タ
ー 

対
象
児 

　
熊
山
地
域
の
乳
幼
児 

持
参
品
　
母
子
健
康
手
帳 

内
　
容
　
身
体
計
測
・
育
児

　
相
談
・
栄
養
相
談 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
熊
山
支
所
健
康
福
祉
課  

  

　
幼
児
食
講
習
会 

 

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て

食
べ
て
、健
康
な
体
づ
く
り
に

つ
い
て
勉
強
し
ま
せ
ん
か（
要

予
約
） 

日
　
時
　
五
月
二
十
三
日（
金
） 

　
午
前
十
時
〜
午
後
一
時 

場
　
所
　
熊
山
保
健
福
祉
総

　
合
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

対
象
者
　
二
・
三
・
四
歳
児
と

　
そ
の
保
護
者 

募
集
人
数
　
先
着
十
組 

持
参
品
　
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
健
康
増
進
課
お
よ
び 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

  

　
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査 

　（
医
療
機
関
で
無
料
検
査
） 

　 　
岡
山
県
で
は
、県
医
師
会

の
協
力
を
得
て
、肝
炎
一
次
専

門
医
療
機
関
（
現
在
七
十
医

療
機
関
）で
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

対
象
者 

　
感
染
の
不
安
の
あ
る
人 

検
査
内
容 

　
Ｂ
型
肝
炎
お
よ
び
Ｃ
型
肝

　
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査 

実
施
期
間
　
平
成
二
十
一
年

　
三
月
三
十
一
日
ま
で 

実
施
医
療
機
関 

　
近
隣
の
実
施
医
療
機
関 

　
赤
磐
医
師
会
病
院 

　
　（
９
５
５
）６
６
８
８ 

　
市
立
熊
山
病
院 

　
　（
９
９
５
）１
２
５
１ 

　
小
坂
内
科
医
院 

　
　（
９
５
５
）３
３
４
４ 

※
受
診
の
際
は
、予
約
が
必
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健

康

福

祉



　
要
で
す
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

　
岡
山
県
東
備
保
健
所 

　
　
０
８
６
９（
６
４
）２
２
５
５

　
ま
た
は
、本
庁
健
康
増
進
課
、

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

 

　
児
童
手
当
の
手
続
き
は 

　
お
早
め
に
！ 

　 　
児
童
手
当
は
、出
生
か
ら

十
二
歳
到
達
後
、最
初
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
人
に
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。 

　
所
得
制
限
や
会
社
を
退
職

し
た
際
、資
格
を
喪
失
し
受

給
さ
れ
て
な
い
人
で
も
、平
成

二
十
年
五
月
受
付
分
か
ら
平

成
十
九
年
中
の
所
得
を
基
に

審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、受
給

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、手
当
は
請
求
の
翌
月

分
か
ら
の
支
給
と
な
り
、さ

か
の
ぼ
っ
て
の
支
給
は
で
き

ま
せ
ん
。 

＊
公
務
員
の
児
童
手
当
は
勤

　
務
先
で
の
請
求
に
な
り
ま
す
。

　
詳
細
は
勤
務
先
に
お
問
い

　
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
お
よ
び 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

  

　
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章 

　
交
付
方
法
な
ど
の
改
正 

　 　
昨
年
八
月
の
道
路
交
通
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、身
体
に

障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
駐

車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の

交
付
方
法
や
対
象
範
囲
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。 

主
な
改
正
点 

　
標
章
の
交
付
対
象
障
害
者

一
人
に
対
し
車
両
一
台
特
定
↓

障
害
者
本
人
を
特
定
に
改
正 

　
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い

障
害
者
も
標
章
の
交
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ほ

か
の
人
の
車
両
や
タ
ク
シ
ー

に
乗
車
す
る
場
合
も
使
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

交
付
の
対
象
と
な
る
障
害
者 

　
身
体
障
害
で
は
お
お
む
ね

一
種
障
害
、知
的
障
害
Ａ
・
精

神
障
害
一
級
の
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。 

＊
現
在
、交
付
を
受
け
て
い
る

　
標
章
に
つ
い
て
は
、そ
の
有

　
効
期
限
が
満
了
す
る
ま
で

　
の
間
は
、改
正
後
の
標
章

　
と
し
て
み
な
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
標
章
が
必
要
な
人

　
は
、再
交
付
手
続
き
も
と

　
れ
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会 

　
山
陽
支
所 

　
　（
９
５
５
）８
８
７
７ 

　
赤
坂
支
所 

　
　（
９
５
７
）２
３
３
４ 

　
熊
山
支
所 

　
　（
９
９
５
）２
３
３
６ 

　
吉
井
支
所 

　
　（
９
５
４
）２
４
５
４ 

　
赤
磐
警
察
署 

　
　（
９
５
２
）０
０
２
９ 
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市 立 熊 山 病 院 か ら の

お 知 ら せ

　次のとおり臨床検査技師を募集します。 
【募集人員】 
　１人（昭和３３年４月２日以降に生まれた者で臨　
床検査技師免許を有する者） 
【採用時期】７月１日 
【応募方法】 
　　履歴書　　健康診断書 
　　資格取得を証明する書類 
【受付期間】 
　４月２５日（金）～５月１５日（木）必着〈郵送可〉 
【受付時間】 
　午前８時３０分～午後５時３０分（水・日・祝日を除く） 
【試験日】５月１９日（月） 午前１０時～午後３時 
 
 
　次のとおり臨時給食調理師を募集します。 
【募集人員】１人　　【必要書類】履歴書 
【勤務形態】ローテーション勤務 
【受付期間】随時 
 
 
　年末のクリスマスコンサートに引き続き「陽だ
まりコンサート」を開催します。素晴らしい音楽と
ともにひとときをお過ごしください。 
【日　時】５月２８日（水） 午前１０時３０分～ 
【場　所】熊山病院玄関ホール 
【入場料】無料 
【演　奏】ソプラノ、メゾソプラノ、ピアノ 
【演奏曲目】 
　浜辺の歌、ふるさと、おぼろ月夜、北国の春、　
　マイウエイ ほか 
 
 
【診察日】 
　３月２７日から毎週木曜日（祝日は休診） 
【診察受付時間】 
　午後１時３０分～４時３０分 
　ほかの診療科目は、従来どおりです。 

市職員募集（臨床検査技師） 

市職員募集（臨時給食調理師） 

陽だまりコンサート 

整形外科の診察日変更 

【問い合わせ先】 
  〒709-0705　赤磐市松木633-1 
  熊山病院 　995-1251



　
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
に 

　
ひ
と
り
親
家
庭
手
当 

 

対
象
者 

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、一
年

以
上
居
住
す
る
主
に
遺
児
・
父

子
家
庭
の
人
で
、中
学
生
か
ら

十
八
歳
ま
で
の
児
童
を
養
育

す
る
保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま

す
。 

　
た
だ
し
、児
童
扶
養
手
当

の
受
給
資
格
を
有
す
る
人
や
、

児
童
手
当
法
に
基
づ
く
特
例

給
付
に
係
る
所
得
要
件
を
超

え
る
人
な
ど
を
除
き
ま
す
。 

支
給
額（
月
額
） 

　
四
千
五
百
円
〈
児
童
一
人

　
当
た
り
〉 

　（
平
成
二
十
一
年
度
以
降
は

　
月
額
四
千
円
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課
お
よ
び 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

  

　
赤
十
字
活
動
資
金
に 

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

 

　
「
赤
十
字
社
員
増
強
運
動

月
間
」
が
今
年
も
五
月
を
中

心
と
し
て
、全
国
的
に
行
わ

れ
ま
す
。 

　
日
本
赤
十
字
社
の
人
道
的

任
務
を
遂
行
す
る
た
め
の
活

動
財
源
は
、奉
仕
者
で
あ
る
皆

さ
ん
の
尊
い
奉
仕
活
動
に
よ

っ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
る
社
費

と
寄
付
金
な
ど
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
運
動
の

趣
旨
を
深
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、

今
年
も
全
戸
社
員
加
入
を
目

標
に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
社
会
福
祉
課 

      

　
喜
楽
体
操 

 

　
月
一
回
ち
ょ
っ
と
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。六
月
ま
で

は
毎
月
第
三
火
曜
日
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
三
時
ま
で
開

催
し
て
い
ま
す
。 

会
　
場
　
赤
坂
教
育
集
会
所

　（
赤
磐
市
小
原
） 

講
　
師 

　
健
康
運
動
士
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン・

　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

　
高
見
博
子
先
生 

問
い
合
わ
せ
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　
救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す 

 

　
大
切
な
人
・
大
切
な
命
を

守
る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手

当
て
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
年
齢
・
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

日
　
時 

　
五
月
二
十
五
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
正
午 

場
　
所
　
消
防
署
東
出
張
所 

受
講
人
数
　
十
人
程
度 

申
込
期
限
　
五
月
十
日（
土
） 

参
加
費
　
無
料 

問
い
合
わ
せ
先 

　
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係 

  

　
岡
山
東
地
域
も
も
栽
培 

　
基
礎
講
座
受
講
生
募
集 

　 　
岡
山
東
農
協
管
内
で
、本

格
的
に
も
も
栽
培
を
始
め
よ

う
と
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、

も
も
栽
培
基
礎
講
座
を
開
催

し
ま
す
。 

日
　
時 

　
第
一
回 

五
月
下
旬（
土
） 

　
第
二
回 

八
月
下
旬（
土
） 

　
第
三
回 

九
月
上
旬（
土
） 

　
第
四
回 

十
二
月（
土
） 
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募

集

　1チーム10人で交通安全無事故無違
反を目指しましょう。 
 

5月1日（木）～6月6日（金） 
 

赤磐警察署交通課 　952-0029 

※申込書は赤磐警察署・本庁協働推進室・
　各支所市民生活課にあります。 

農地の標準小作料を決定しました 農地の標準小作料を決定しました 
　農業委員会では、農地の賃貸借契約の小作料（賃
借料）の目安となる小作料の標準額を以下のとおり
決定しました。 

※標準小作料は、あくまでも目安となるものです。小作料の額
　は、上記標準額を参考に双方協議して決定してください。 

農地の区分 小作料の標準額 備　　考 

田の部　上 

　　　　中 

　　　　下 

畑の部 

6,000円 

3,000円 

設定しない 

2,000円 大豆で算定 

問い合わせ先／本庁産業振興課内 農業委員会事務局 

募　　集 日 

募 集 期 間 

問い合わせ先 

無事故・無違反 
チャレンジ　　　 
無事故・無違反 
チャレンジ　　　 



後期高齢者医療制度 
　
第
五
回 

二
月
中
下
旬（
土
） 

＊
時
間
は
各
回
と
も
午
後
一

　
時
三
十
分
か
ら
二
時
間
程

　
度 

場
　
所
　
西
山
公
民
館
ほ
か 

講
　
師 

　
岡
山
東
農
協
職
員
、岡
山

　
東
農
協
モ
モ
部
会
役
員
、東

　
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ

　
ー
職
員 

対
象
者 

　
原
則
と
し
て
、全
講
座（
五

　
回
）と
も
受
講
で
き
る
人 

定
　
員
　
二
十
人
程
度 

参
加
費
　
無
料 

申
込
締
め
切
り 

　
五
月
十
日（
土
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
岡
山
東
農
協
本
店
営
農
課 

　
　（
９
５
８
）０
６
１
４ 

  

　
子
ど
も
活
動
支
援 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集 

 
　
子
ど
も
活
動
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
は
、学
校
や
地
域
の

子
ど
も
活
動
な
ど
か
ら
の
求

め
に
応
じ
て
、地
域
の
人
の
持

つ
経
験
や
特
技
、知
識
な
ど
を

生
か
し
て
、学
校
教
育
活
動

や
地
域
の
子
ど
も
活
動
な
ど

を
支
援
し
、子
ど
も
た
ち
の

健
全
な
育
成
を
図
る
も
の
で
す
。 

活
動
内
容 

　
学
校
の
環
境
整
備
支
援（
草

　
刈
り
、花
壇
づ
く
り
な
ど
） 

　
学
校
の
教
育
活
動
支
援（
総

　
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど

　
の
補
助
、講
話
、体
験
談
、得

　
意
分
野
の
指
導
、読
み
聞
か

　
せ
な
ど
） 

　
子
ど
も
会
、放
課
後
子
ど

　
も
教
室
活
動
の
支
援（
昔

　
遊
び
、手
作
り
工
作
、レ
ク

　
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
指
導
な
ど
） 

登
録
方
法 

　
所
定
の
申
込
書
で
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
、各

公
民
館
に
用
意
し
て
い
ま
す
。 

＊
原
則
的
に
無
償
で
お
願
い

　
し
ま
す
。
な
お
、教
育
委
員

　
会
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に

　
加
入
し
ま
す
。 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

   

　
消
費
生
活
問
題
研
究 

　
協
議
会
会
員
募
集 

 

　
赤
磐
市
消
費
生
活
問
題
研

究
協
議
会
で
は
、賢
い
消
費
者

に
な
る
た
め
に
、講
習
会
や
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
消
費
生
活
問
題
に
関
心
の

あ
る
人
、講
習
会
な
ど
へ
参
加

希
望
の
人
は
、事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
先 

　
本
庁
協
働
推
進
室 

  

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内
プ
ー
ル 

　
夏
季
ア
ル
バ
イ
ト
募
集 

 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
屋
内

プ
ー
ル
で
は
、夏
季
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
元
気
で
明
る
い
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

勤
務
内
容
　
プ
ー
ル
の
受
付
、

　
監
視
、清
掃
な
ど 

募
集
期
間 

　
五
月
十
八
日（
日
）ま
で 

＊
詳
し
く
は
、ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

　
だ
さ
い
。 
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4月に年金から保険料を引かれていない人の支払い方法

■納付書で納付（普通徴収） 
＜対象となる人＞ 
　年金が年額１８万円未満の人 
　介護保険料と後期高齢者医療保険料額の合算が介
　護保険料引かれている年金の年額の２分の１を超え
　る人 
　7月から翌3月まで、毎月納付書で納付 
※平成19年中所得で算定します。 
※4月から6月の間は保険料が確定していないため、支払い
　はありません。 

■普通徴収→特別徴収の人 
＜対象となる人＞ 
　会社の社会保険本人だった人 
　６５歳以上７５歳未満で一定の障害のある人 
　平成１９年１０月以降平成２０年３月までに赤磐市に転
　入された人 
　平成１９年１０月以降に老人保健の資格を取得した人 
　7月、8月、9月は納付書で納付 
10月からは年金から天引き 

※平成19年中所得で算定します。 
※4月から6月の間は保険料が確定していないため、支払い
　はありません。 

■社会保険などの被扶養者だった人（平成２０年度のみ） 
　※国保や国保組合は該当しません 
　10月から年金から天引き、 
　もしくは納付書で納付 
※4月から年金で天引きされている人については扶養の確認
　ができ次第還付します。 
※平成20年4月から9月は、保険料負担凍結期間のため、支
　払いはありません。 
 

問い合わせ先 

本庁市民課国保年金係 



   

　
市
指
定
給
水
装
置
工
事 

　
事
業
者
と
下
水
道
排
水 

　
設
備
工
事
店
の
指
定
申
請 

 

　
給
水
装
置
工
事
や
排
水
設

備
工
事
を
行
う
事
業
者
と
し

て
、市
の
指
定
を
受
け
よ
う
と

す
る
事
業
者
の
指
定
申
請（
水

道
は
新
規
、下
水
道
は
新
規･

更
新
）を
、次
の
と
お
り
受
け

付
け
し
ま
す
。 

受
付
期
間 

　
六
月
一
日
〜
六
月
三
十
日

　
ま
で（
土･

日
を
除
く
午
前

　
八
時
三
十
分
〜
午
後
五
時

　
三
十
分
） 

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先 

《
給
水
装
置
工
事
》 

　
本
庁
水
道
課 

《
下
水
道
排
水
設
備
工
事
》 

　
本
庁
下
水
道
課 

  

　
自
動
車
税
は
六
月
二
日（
月
） 

　
ま
で
に
納
付
し
ま
し
ょ
う 

 

　
自
動
車
税
の
納
期
限
は
六

月
二
日（
月
）で
す
。
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、領
収
書
に
つ
い
て
い

る
納
税
証
明
書
は
、車
検
を

受
け
る
際
必
要
で
す
の
で
、大

切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ

さ
い
。 

　
自
動
車
税
は
、四
月
一
日
現

在
の
名
義
人
に
一
年
分
課
税

さ
れ
ま
す
。 

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、岡
山

運
輸
支
局
で
車
検
証
の
変
更

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
を
し
な
い
と
い
つ
ま

で
も
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
他
人
に
譲
渡
し
た
場
合 

　
新
車
購
入
時
に
下
取
り
車

　
と
し
て
出
し
た
場
合 

　
住
所
を
変
更
し
た
場
合 

　
廃
車
し
た
場
合 

問
い
合
わ
せ
先 

　
岡
山
県
自
動
車
税
事
務
所 

　
　
０
８
６（
２
７
３
）９
２
９
５ 

　
岡
山
県
備
前
県
民
局
税
務
部 

　
　
０
８
６（
２
２
４
）３
１
４
１ 

  

　
平
成
二
十
年
度 

　
軽
自
動
車
税
減
免
申
請 

 

　
身
体
・
精
神
に
障
害
の
あ
る

人
が
通
学
・
通
院
・
通
所
・
生
業

の
た
め
に
使
用
す
る
軽
自
動

車
に
つ
い
て
は
、そ
の
障
害
の

等
級
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が

減
免
さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
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お

知

ら

せ

相

談
山陽総合福祉 
センター１階相談室 

赤坂健康管理 
センター 

熊山保健福祉 
総合センター 

吉井会館 
農事実習室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

本庁２階 
第１会議室 

６月２日（月） 
午前１０時～午後３時 
※心配ごとは 
　午後１時～３時 

６月２日（月） 
午前１０時～午後３時 

６月２日（月） 
午前１０時～午後３時 

６月２日（月） 
午前１０時～午後３時 

５月２０日（火） 
午後１時～３時 

５月１６日（金） 
午後１時～３時 

５月２１日（水） 
午後１時～３時 
※無料法律相談は 
　午前１０時～ 
　　　　午後３時 

５月２日（金） 
午後１時～４時 

５月１４日（水） 
午後１時～４時 

５月１５日（木） 
午後１時～３時 

【人権】【行政】 
【心配ごと】 

【人権】 

【人権】 

【人権】【行政】 

【人権】【行政】 
【無料法律】 
岡山弁護士会所属弁護士 
※要予約 
【身体障害】【知的障害】 
【心配ごと】 

【心配ごと】 

【人権】【行政】 
【消費生活相談】 
※すべて予約制 

【行政】【心配ごと】 

【人権】【行政】 
【心配ごと】 

【無料法律】（１人３０分） 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 
※要予約 

【無料法律】【人権】 
　本庁市民課 
　　９５５-１１１４ 
【行政】【消費生活相談】 
　協働推進室 
　　９５５-４７８３ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会山陽支所 
　　９５５-８８７７ 

【人権】【行政】 
　熊山支所市民生活課 
　　９９５-１２１４ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会熊山支所 
　　９９５-２３３６ 

【人権】【行政】【無料法律】 
　吉井支所市民生活課 
　　９５４-１１８３ 
【身体障害】【知的障害】 
　吉井支所健康福祉課 
　　９５４-１３７４ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会吉井支所 
　　９５４-２５３３ 

５月２日（金） 
午前１０時～正午 

【人権】【行政】 
　赤坂支所市民生活課 
　　９５７-４８２１ 
【心配ごと】 
　社会福祉協議会赤坂支所 
　　９５７-２３３４ 

山
　
陽
　
地
　
域 
赤
坂
地
域 

熊
　
山
　
地
　
域 

吉
　
井
　
地
　
域 

日　　　時 場　　　所 問い合わせ先 相談内容 

※
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。 

　
市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
を
受
け
ら
れ
ま
す
。 



自
動
車
税
を
減
免
さ
れ
て
い

る
人
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
申
請
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
） 

　
該
当
す
る
人
は
、納
税
通

知
書
到
着
後
、次
の
と
お
り

本
庁
税
務
課
・
各
支
所
市
民

生
活
課
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。 

減
免
対
象
者 

　
軽
自
動
車
を
所
有
す
る
人

　
で
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

　
は
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

　
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る

　
人（
等
級
に
よ
っ
て
は
該
当

　
に
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り

　
ま
す
） 

　
身
体
障
害
者
な
ど
と
生
計

　
を
一
に
し
て
い
る
人
で
軽

　
自
動
車
を
常
時
介
護
に
使

　
用
し
て
い
る
人（
た
だ
し
、

　
車
の
所
有
者
は
原
則
身
体

　
障
害
者
な
ど
本
人
） 

申
請
期
限 

　
五
月
二
十
六
日（
月
） 

申
請
に
必
要
な
も
の 

　
平
成
二
十
年
度
軽
自
動
車

　
税
納
税
通
知
書 

　
印
鑑 

　
運
転
免
許
証 

　
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

　
帳
な
ど 

　
車
検
証（
車
検
が
あ
る
車
） 

＊
そ
の
他
ご
不
明
な
点
は
お

　
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。 

問
い
合
わ
せ
先 

　
本
庁
税
務
課
市
民
税
係 

　
お
よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課 

  

　
第
一
回
高
陽
中
学
校 

　
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル 

 
目
的
・
趣
旨 

　
高
陽
中
学
校
で
は
、地
域

に
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
を
推
進
し
、生
徒
の

健
や
か
な
成
長
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

日
　
時 

　
六
月
十
六
日（
月
） 

　
　
　
　
〜
二
十
日（
金
） 

　
午
前
八
時
三
十
分 

　
　
　
　
〜
午
後
五
時 

内
　
容 

　
高
陽
中
学
校
の
学
校
自
由

　
参
観（
授
業
・
給
食
・
部
活

　
動
な
ど
） 

問
い
合
わ
せ
先 

　
高
陽
中
学
校 

　
　（
９
５
５
）０
０
０
４ 

   

       

　 
 

27 広報あかいわ（平成20年5月号） 

●平成20年赤磐市火災・救急発生状況（3月） 

本署 

火　　災　　別 救　　急　　別 

建物 林野 車両 
計 計 

その他 交通 急病 一般 その他 

東 
出張所 

北 
出張所 

計 

5
（27） 

4
（13） 

0
（1） 

9
（41） 

55
（152） 

27
（65） 

13
（41） 

95
（258） 

5
（21） 

6
（10） 

3
（11） 

14
（42） 

23
（47） 

4
（11） 

2
（4） 

29
（62） 

88
（247） 

41
（99） 

18
（57） 

147
（403） 

2
（3） 

　
（0） 

（1） 

2
（4） 

　 
（0） 

　
（0） 

　
（0） 

　
（0） 

（0） 

（0） 

　
（0） 

　
（0） 

（2） 

1
（2） 

3
（3） 

4
（7） 

2
（5） 

1
（2） 

3
（4） 

6
（11） 

（　）にあっては平成20年の累計を示す。 

２０年３月中 

１９年３月中 

増 減  

２０年３月末 

１９年３月末 

増 減  

103
109
－6

280
279
＋1

24
31
－7
67
78
－11

0
0
±0

0
0
±0

3
3
±0

6
7
－1

31
47
－16

89
104
－15

79
78
＋1

213
201
＋12

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成20年赤磐市交通事故発生状況（3月） 

キャンプシーズンの到来！ 
吉井竜天オートキャンプ場では、春から夏にかけて、
魅力あふれるイベントを予定しています。大自然の
中で、心も体もリフレッシュされてはいかがでしょうか？ 

★5月 4日……………警察官のお絵かき教室
★5月 5日……………竹細工教室
　　　　　　　　　　　（各教室は、午前10時からの予定）

★5月 24日……………蛍ウォッチング
★6月 2日……………蛍ウォッチング
　　　　　　　　　　　（期間中、随時受付しております）

★7月 20日……………昆虫教室
　　　　　　　　　　　（午後6時からの予定）

★7月～8月……………キャンプファイヤー
流しそうめん

2008年　春・夏スケジュール 

▲キャンプ風景 ▲昆虫教室 

■問い合わせ・申し込み先 

吉井竜天オートキャンプ場 
〒７０１-２４３７　岡山県赤磐市中勢実２６８２ 
TEL.９５８-２１５５（午前８時３０分～午後５時） 

　７月・８月の夏休み期間、各土曜日の夕方などから、来客者（主に子ど
もたち）に、イベント芸などを行っていただけるボランティアを募集しま
す！ 地元芸能、マジック、野外演奏、竹細工教室などの特技をお持ちの人、
ぜひ、ご協力をお願いします。（左記まで、ご連絡・ご相談ください） 

ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

お
い
し
い
国
際
交
流
 

〜
韓
国
料
理
〜
参
加
者
募
集
 

裁
判
員
制
度
研
修
会
で
 

裁
判
員
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
！
 

川
柳
あ
か
い
わ
 

8
0
2
0
達
成
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

　
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
韓
国
の
家
庭
料

理
を
通
じ
た
国
際
交
流
を
行
い
ま
す
。 

【
日
　
時
】
五
月
二
十
四
日
（
土
） 

　
午
前
十
一
時
〜
午
後
一
時 

【
場
　
所
】
中
央
公
民
館
調
理
研
修
室 

【
講
　
師
】
申 

補
英
さ
ん（
岡
山
市
在
住
） 

【
料
　
理
】
チ
ヂ
ミ 

【
参
加
費
】
協
会
会
員 

無
料
／
会
員
以
外 

百
円 

【
定
　
員
】
二
十
人
（
先
着
順
） 

【
申
込
期
限
】
五
月
十
六
日
（
金
） 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
本
庁
企
画
課
内
赤
磐
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局 

　
　（
９
５
５
）２
６
９
２ 

【
日
　
時
】
五
月
十
一
日
（
日
）　
午
前
九
時
〜
午
後
零
時
三
十
分 

【
会
　
場
】
赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
「
多
目
的
ホ
ー
ル
」 

【
講
　
師
】
検
察
官
と
弁
護
士 

【
内
　
容
】 

　
裁
判
員
制
度
説
明
・
裁
判
手
続
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
視
聴 

　
模
擬
評
議
・
評
決
に
参
加 

【
申
込
締
切
】
五
月
七
日
（
水
）〈
先
着
三
人
〉 

　
※
さ
ら
に
当
日
参
加
者
の
中
か
ら
三
人
を
選
び
ま
す
。 

　
　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
主
　
催
】
赤
磐
市
女
性
の
会 

【
後
　
援
】
赤
磐
市
・
赤
磐
市
教
育
委
員
会 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
赤
坂
公
民
館
内 

女
性
の
会
係 

　
　（
９
５
７
）２
２
１
１ 

　
八
十
歳
以
上
で
自
分
の
歯
を
二
十
本
以
上
保
っ
て

い
る
「
８
０
２
０
達
成
者
」
が
岡
山
県
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
赤
磐
市
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、次
の

四
人
で
す
。（
敬
称
略
） 

　
野
上
　
初
見（
周
匝
／
八
十
四
歳
） 

　
國
司
　
　
泉（
桜
が
丘
西
三
丁
目
／
八
十
歳
） 

　
羽
原
　
照
夫（
町
苅
田
／
八
十
歳
） 

　
坂
口
　
知
和（
仁
堀
東
／
八
十
歳
） 

　
受
賞
さ
れ
た
四
人
の
共
通
点
は
、
歯
磨
き
を
し
っ

か
り
し
て
、
定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受
け
て
い
る
こ

と
で
す
。 

　
皆
さ
ん
も
日
ご
ろ
か
ら
の
歯
の
ケ
ア
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

愛
ら
し
く
見
え
て
小
ね
ず
み
許
せ
な
い 

飲
み
終
え
た
ボ
ト
ル
へ
一
輪
挿
し
て
春 

旅
立
ち
の
扉
を
開
く
旗
の
波 

め
で
た
さ
を
松
竹
梅
に
演
じ
さ
せ 

め
で
た
さ
を
隠
し
き
れ
な
い
顔
写
真 

沈
黙
の
口
火
を
切
っ
て
座
が
和
み 

作
業
服
脱
い
で
め
で
た
い
胸
の
バ
ラ 

元
旦
に
や
っ
と
陽
の
目
を
見
た
国
旗 

迷
わ
ず
に
自
分
の
彩
で
咲
く
野
花 

忍
も
苦
も
飲
み
干
す
喜
寿
の
祝
い
酒 

天
高
く
旅
行
鞄
が
騒
ぎ
だ
す 

半
分
ま
で
渡
っ
て
吊
橋
こ
わ
く
な
り 

仲
良
し
に
愚
痴
を
聞
か
せ
て
憂
さ
晴
ら
し 

稲
田
　
は
る
子 

岩

藤

　

孔

明

 

大
口
　
寸
美
子 

岡

本

　

淳

子

 

草

野

　

淑

子

 

杉

山

　

順

子

 

谷

井

妣

榔

子

 

堤 

た
も
つ 

道

満

　

昭

枝

 

羽

原

　

芳

恵

 

福

井

　

陽

炎

 

藤

原

　

信

子

 

光

川

　

利

勝

 

★受章おめでとうございます・高齢者叙勲 
　3月25日（火）、赤磐市役所で周匝の松下一行さん
に市長から叙勲の伝達が行われました。 
　松下さんは長年の身体障害者協議会の役員として
の功績が認められ「旭日双光章」を授章されました。 

し
ん
　
　
ほ
　
え 
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山
陽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

送
迎
車
両
の
運
行
 

Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
お
か
や
ま
 

ス
イ
ー
ツ
ラ
リ
ー
 

和
気
鵜
飼
谷
温
泉
 

休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

赤
磐
市
文
化
協
会
総
会
 

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
四
月
か
ら
福
祉
巡
回

バ
ス
の
運
行
廃
止
に
伴
い
、
赤
磐
循
環
バ
ス（
宇
野
バ

ス
）
に
接
続
す
る
シ
ャ
ト
ル
便
を
、
次
の
と
お
り
運
行

し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

【
運
行
日
】 

　
毎
週
、
火
・
水
・
金
（
年
末
年
始
・
祝
日
は
運
休
） 

【
送
迎
場
所
】 

　
送
り
先
…
山
陽
団
地
中
一
番 

　
送
迎
先
…
山
陽
三
丁
目
集
会
所
前 

【
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
発
時
間
】 

　
午
前
九
時
五
十
五
分
（
宇
野
バ
ス
二
便
） 

　
午
後
一
時
二
十
分
（
宇
野
バ
ス
四
便
） 

　
午
後
三
時
五
分
（
宇
野
バ
ス
五
便
） 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　（
９
５
５
）３
７
３
２ 

【
日
　
時
】
五
月
二
十
五
日（
日
） 

　
午
前
十
時
〜
正
午 

【
場
　
所
】 

　
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　
赤
磐
市
松
木
六
二
一
ノ
一 

【
内
　
容
】 

　
赤
磐
市
文
化
協
会
総
会
お
よ
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

　
　（
９
５
５
）０
７
８
３ 

　
五
月
二
十
八
日（
水
）・
二
十
九
日（
木
）の
二
日
間
施

設
整
備
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
休
館
に
伴
い
送
迎
バ
ス

も
運
休
し
ま
す
。
ま
た
の
ご
利
用
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

赤　坂　支　部 

◆材料（４人分） 
　　米…１カップ　　もち米…１カップ 
　　水…４５０　　　じゃこ…３０　 
　　くちなしの実…１/２個 
　　（軽く砕いてから、ティーパックに入れる） 

◆作り方 
　　　米を研いでから、分量の水を加えてくちなしの
　　　実を加える。３０分つけてからくちなしの実を取
　　　り除き炊飯器で普通に炊く。 
　　　炊き上がったら、ちりめんじゃこを加え、軽く混
　　　ぜ合わせる。 

＊旅先の昼食で出会った献立ですが、ふっくらと仕上がる
　ように、もち米を加えてアレンジしました。くちなしは少
　量のほうが、クリーム色に仕上がりとても春らしくなります。 

　（献立提供／赤坂支部・藤原良子） 

くちなしご飯 

【
開
催
期
間
】
十
二
月
三
十
一
日（
水
）ま
で 

【
場
　
所
】
岡
山
・
東
備
エ
リ
ア 

【
内
　
容
】 

　
岡
山
・
東
備
エ
リ
ア
に
数

多
く
点
在
す
る
、人
気
の
ご

当
地
ソ
フ
ト
や
牧
場
こ
だ
わ

り
の
手
づ
く
り
ジ
ェ
ラ
ー
ト

を
食
べ
歩
き
、ス
タ
ン
プ
を
集

め
る
だ
け
で
、二
万
円
分
の

旅
行
券
な
ど
豪
華
商
品
が

抽
選
で
当
た
る
ス
イ
ー
ツ
ラ
リ
ー
を
開
催
中
！ 

　
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
い
る
二
十
八
店
舗
の
う
ち
四
店

舗
を
巡
っ
て
、ス
イ
ー
ツ
を
購
入
す
れ
ば
ス
タ
ン
プ
が
押

し
て
も
ら
え
ま
す
。
赤
磐
市
内
か
ら
も
二
店
舗
が
参
加
。

道
の
駅
や
観
光
案
内
所
で
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
入
手
し
て
、

ご
家
族
や
お
友
達
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

【
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】 

　h
ttp
://w

w
w
.ok
ay
am
a-k
an
k
o.n
et/sw

eets/ 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
お
か
や
ま
ス
イ
ー
ツ
ラ
リ
ー 

　
実
行
委
員
会（
事
務
局
…
岡
山
県
備
前
県
民
局
） 

　
　
０
８
６（
２
３
３
）９
８
９
０ 
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桜
も
舞
台
も
華
や
か
に

第
二
十
一
回
城
山
公
園
ま
つ
り 

　
四
月
六
日
（
日
）、
茶
臼
山
山
頂
の
城
山
公

園
で
第
二
十
一
回
城
山
公
園
ま
つ
り
が
開
か

れ
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
歌
や
踊
り
な
ど
の
郷
土
芸
能
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
う
ら
ら
か
な
陽
気
に
誘
わ

れ
て
訪
れ
た
た
く
さ
ん
の
来
場
者
は
、花
見
と

華
や
か
な
舞
台
を
同
時
に
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
日
本
三
大
桜
の
一
つ
と
さ
れ
る
山

梨
県
の
「
神
代
（
じ
ん
だ
い
）
桜
」
の
記
念
植
樹

も
行
わ
れ
、
荒
嶋
市
長
や
小
引
市
議
会
議
長

ら
が
公
園
の
城
郭
展
望
台
を
見
上
げ
る
場
所

に
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。 

　
ま
た
今
年
は
、
和
気
町
の
清
麻
呂
太
鼓
も

来
演
し
、
見
事
な
ば
ち
さ
ば
き
で
勇
壮
な
太

鼓
演
奏
を
披
露
。
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

赤磐市民バスがスタート

　市では4月から市営バスや福祉バスの従来の制度
や路線を再編し、「市民バス」として基本料金を1回
200円として運行を始めました。 
　山陽地域では、赤磐市社会福祉協議会が運営して
いた福祉巡回バスが廃止され、市民乗合タクシー（光
タクシーに委託）の運行となり、また、赤坂・笹岡地域で
試行運行されていた福祉バス笹岡線は、市民バス（吉
井観光バス株式会社に委託）の本格運行になりました。 
　新制度施行に際し、4月1日赤坂支所玄関前で出発
式を実施し、市長は「安心して暮らせるまちづくりをめ
ざして交通を再編したので、今後は沿線の皆様に大
いに利用していただきたい」とあいさつをしました。 
　運転手2人へ安全運行を依頼して花束を贈った後、
参加者全員でバスの発車を見送りました。 

市民乗合タクシーが試行運行を開始 

認知症を学び地域で
　　　高齢者を支えよう

　3月14日（金）、くまやまふれあいセンターで熊山支所健
康福祉課と熊山公民館の共催により、協働による地域福
祉づくり講演会を開催しました。 
　一部では、花澤社会教育指導員が、誰もが暮らしや
すい社会、ユニバーサルデザインの考え方などを講話。 
　二部では、川崎医科大学神経内科教授の砂田芳秀
先生が、専門である認知症の症例を分かりやすく説明さ
れ、認知症を理解しケアと予防の必要性を説かれました。 
　講演会には、民生委員児童委員をはじめ高齢者学級
生、愛育委員など地域住民200人が出席。先生から認
知症の症状が話されるたびに、「そうそう」「思い当る節も！」
など、笑いやどよめきがあがっていました。出席者の一人
は、「人格を尊重し、共感的態度で接することを実行した
い」と話していました。 

協働による地域福祉づくり講演会 
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交
通
安
全
願
い
出
発
式

真
冬
の
訓
練
の
成
果
を
！

操
作
始
め
！
よ
し
！

　
四
月
七
日
（
月
）、
春
の
交
通
安
全
県
民
運

動
の
一
環
と
し
て
、街
頭
啓
発
活
動
の
出
発
式

が
吉
井
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
に
は
関
係
者
約
二
百
人
が
参
加
。
荒
嶋

市
長
、
橋
本
赤
磐
警
察
署
長
が
出
発
に
向
け

あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、周
匝
保
育
園
の
園
児
が

「
道
路
に
は
飛
び
出
し
し
ま
せ
ん
」
と
元
気
よ

く
交
通
安
全
を
誓
い
、
吉
井
中
学
校
生
徒
が

自
転
車
の
安
全
運
転
を
、
高
齢
者
の
代
表
が

安
全
歩
行
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

　
式
終
了
後
は
、パ
ト
カ
ー
を
先
頭
に
街
頭
啓

発
活
動
に
出
発
し
ま
し
た
。 

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動 
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入
学
・
入
園
式
の
取
材
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
の
新
入
生
・
新
入
園
児

の
総
数
は
、中
学
生
が
四
百
二
十
人
、小

学
生
が
三
百
九
十
七
人
、
幼
稚
園
児
が

三
百
三
十
三
人
、
保
育
園
児
が
千
二
百

二
人
（
在
園
者
総
数
）。 

　
子
ど
も
た
ち
の
、
希
望
に
満
ち
あ
ふ

れ
こ
れ
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
新
生
活
に

胸
躍
ら
せ
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
も
何

だ
か
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
た
よ
う
な
気
分

に
な
り
ま
し
た
。 

　
ス
タ
ー
ト
と
い
え
ば
、新
中
央
図
書
館
。

い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
が
六
月
六
日
に
決

ま
り
ま
し
た
。
開
架
・
閉
架
を
合
わ
せ
て

約
二
十
二
万
冊
の
図
書
が
収
容
可
能
。

ま
た
、研
修
ス
ペ
ー
ス
、展
示
ス
ペ
ー
ス
、

Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
覚
コ
ー
ナ
ー
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

私
も
開
館
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

（
え
む
・
テ
ィ
） 

編
　
集
　
後
　
記

消
防
操
法
訓
練
大
会
開
催 

　
三
月
二
十
三
日
（
日
）、
第
三
回
赤
磐
市
消
防
操
法
訓

練
大
会
が
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
ふ
れ
あ
い
広
場
で
行
わ

れ
、赤
磐
市
消
防
団
四
方
面
隊（
山
陽
・
赤
坂
・
熊
山
・
吉

井
）の
精
鋭
二
十
一
チ
ー
ム
が
消
防
技
術
と
ス
ピ
ー
ド
を

競
い
ま
し
た
。 

　
各
方
面
隊
か
ら
は
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
四
チ
ー
ム
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
十
七
チ
ー
ム
が
出
場
し
、日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で
優
勝
し
た
吉
井
方
面

隊
第
一
分
団
第
三
部
（
福
田
）は
、五
月
十
八
日
（
日
）、
岡

山
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ
る
第
五
十
五
回
岡
山
県
消

防
操
法
訓
練
大
会
に
出
場
し
ま
す
。 

　
当
日
の
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

〈
自
動
車
ポ
ン
プ
の
部
〉 

　
優
　
勝
／
熊
山
方
面
隊 

　
準
優
勝
／
山
陽
方
面
隊 

　
第
三
位
／
吉
井
方
面
隊 

☆
最
優
秀
番
員 

　
指
揮
者
／
岡
野
　
哲
浩 

　
　
　
　
　
（
熊
山
方
面
隊
） 

　
一
番
員
／
角
南
　
鉄
也 

　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

　
二
番
員
／
伊
藤
　
誠
二 

　
　
　
　
　
（
山
陽
方
面
隊
） 

　
三
番
員
／
池
田
　
順
一 

　
　
　
　
　
（
熊
山
方
面
隊
） 

　
四
番
員
／
武
本
　
秀
之 

　
　
　
　
　
（
熊
山
方
面
隊
） 

 〈
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
〉 

　
優
　
勝
／
吉
井
方
面
隊 

　
　
　
　
　
第
一
分
団 

　
　
　
　
　
第
三
部 

　
準
優
勝
／
熊
山
方
面
隊 

　
　
　
　
　
第
三
分
団
Ａ 

　
第
三
位
／
熊
山
方
面
隊 

　
　
　
　
　
第
三
分
団
Ｂ 

☆
最
優
秀
番
員 

　
指
揮
者
／
中
原
　
哲
哉 

　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

　
一
番
員
／
大
野
　
隆
幸 

　
　
　
　
　
（
熊
山
方
面
隊
） 

　
二
番
員
／
中
原
　
悟
史 

　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

　
三
番
員
／
平
井
　
大
三 

　
　
　
　
　
（
吉
井
方
面
隊
） 

▲交通安全を誓う子どもたち 
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■
黒
本
の
延
命
地
蔵
菩
薩 

　
　
　
　
　
　（
赤
磐
市
黒
本
） 

　
吉
井
川
の
支
流
、
滝
山
川
に
沿

っ
た
旧
道
の
三
差
路
に
大
き
な
お

地
蔵
さ
ま
が
あ
り
ま
す
。
お
地
蔵

さ
ま
は
、
も
っ
と
も
身
近
に
親
し
ま

れ
る
仏
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
特
に
幼

児
の
守
り
仏
と
し
て
信
仰
さ
れ
、

赤
い
よ
だ
れ
か
け
と
ず
き
ん
を
身

に
つ
け
た
路
傍
の
石
仏
を
よ
く
目

に
し
ま
す
。 

　
お
地
蔵
さ
ま
は
観
音
菩
薩
な
ど

と
同
じ
如
来
の
次
の
位
の
菩
薩
に

属
し
ま
す
。
装
飾
品
を
身
に
つ
け

た
他
の
菩
薩
と
違
い
、
中
国
で
僧

侶
の
姿
で
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

日
本
に
伝
わ
っ
て
平
安
時
代
後
期

ご
ろ
に
は
左
手
に
宝
珠
、
右
手
に

錫
杖
を
持
つ
僧
侶
姿
が
一
般
化
し

ま
し
た
。 

　
地
蔵
菩
薩
に
対
す
る
信
仰
は
平

安
時
代
初
期
か
ら
は
じ
ま
り
、
平

安
時
代
後
期
、
末
法
思
想
と
浄
土

信
仰
の
流
行
と
と
も
に
急
速
に
広

ま
り
ま
し
た
。
鎌
倉
時
代
に
は
道

祖
神
や
十
王
信
仰
と
混
ざ
り
、
あ

の
世
で
も
こ
の
世
で
も
道
に
迷
わ
ぬ

よ
う
に
、
ま
た
魔
よ
け
の
意
味
も
こ

め
て
、
村
境
や
三
差
路
、
墓
地
の
入

り
口
に
石
造
の
お
地
蔵
さ
ま
が
多

く
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
延
命
地
蔵
が
現
れ
た
の
も
こ

の
時
代
で
す
。
特
に
幼
児
の
延
命

と
利
生
を
祈
願
す
る
仏
と
し
て
、

左
足
を
踏
み
下
げ
た
半
跏
姿
を
と

る
も
の
が
延
命
地
蔵
と
見
な
さ
れ

ま
す
。 

　
さ
て
黒
本
の
お
地
蔵
さ
ま
で
す
が
、

よ
く
目
に
す
る
立
姿
で
は
な
く
、

岩
の
上
の
蓮
華
座
に
腰
を
お
ろ
し

た
見
事
な
彫
刻
の
延
命
地
蔵
菩
薩

で
す
。
台
座
に
刻
ま
れ
た
銘
文
か

ら
は
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
大

坂
天
満
橋
筋
の
秀
山
と
鳥
取
県
大

谷
村
の
庄
兵
衛
と
い
う
人
物
が
、

安
産
と
五
体
の
健
康
を
祈
願
し
て
、

ま
た
誕
生
寺
と
泰
山
寺
へ
の
道
標

と
し
て
建
立
し
た
こ
と
が
近
く
の

和
田
山
聖
観
寺
の
七
代
目
住
職
頼

應
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
二
人
は
六
十
六
部
廻
国
巡

礼
を
行
っ
て
い
た
行
者
で
あ
り
、
こ

の
地
に
し
ば
ら
く
の
間
滞
在
し
て

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
安
永

八
年
（
一
七
七
九
）
に
廻
国
行
者
河

原
屋
の
幸
四
郎
が
聖
観
寺
の
十
王

堂
再
建
の
勧
進
を
行
う
な
ど
、
こ

の
地
域
と
廻
国
行
者
が
少
な
か
ら

ず
関
わ
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
え
ま
す
。 

  

■
番
乢
の
お
地
蔵
さ
ん 

　
　
　
　
　
　（
赤
磐
市
黒
本
） 

　
黒
本
の
延
命
地
蔵
の
道
標
に
従

い
是
里
へ
通
じ
る
山
道
を
登
っ
た
三

差
路
に
も
延
命
地
蔵
が
道
標
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
延
命
地
蔵

は
「
番
乢
の
お
地
蔵
さ
ん
」
と
呼

ば
れ
文
政
十
三
年
（
一
八
二
九
）
和

田
山
講
中
が
施
主
と
な
り
建
立
さ

れ
ま
し
た
。 

　
当
時
こ
の
道
は
生
活
や
信
仰
の

道
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
ま
た
迷
い

や
す
い
難
所
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

建
立
の
時
期
は
違
い
ま
す
が
、
ど

ち
ら
の
延
命
地
蔵
も
地
域
の
人
に

大
事
に
さ
れ
て
お
り
、
道
行
く
人
々

が
迷
わ
ぬ
よ
う
に
今
も
優
し
く
見

守
っ
て
い
ま
す
。 

  

＊
十
王
信
仰
…
閻
魔
大
王
を
は
じ
め

　
十
人
の
王
に
あ
の
世
で
裁
判
さ
れ

　
る
た
め
地
蔵
菩
薩
に
救
済
を
求
め

　
る
信
仰 

＊
河
原
屋
の
幸
四
郎
…
平
成
十
九
年

　
六
月
号
「
郷
土
の
人
物
」 

▲黒本の延命地蔵菩薩 

▲番乢のお地蔵さん 

ま
っ
ぽ
う
し
そ
う
 

し
ゃ
く
じ
ょ
う
 

そ
じ
ん
 

え
ん
め
い
 

り
し
ょ
う
 

は
ん
か
す
が
た
 

じ
ゅ
う
お
う
し
ん
こ
う
 

え
ん
め
い
じ
ぞ
う
ぼ
さ
つ 

ば
ん
だ
わ 

ど
う
 

黒本の延命地蔵菩薩 
番
乢
の
お
地
蔵
さ
ん 

吉井支所 
吉
井
川 

か
い
こ
く
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